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はじめに


このドキュメントでは、Oracle Universal Installerを使用してOracle Fusion Middleware製品をインストールする方法について説明します。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







対象読者


このドキュメントは、Oracle Fusion Middleware製品をインストールするシステム管理者を対象としています。また、Webテクノロジに精通しており、WindowsプラットフォームとUNIXプラットフォームの一般的な知識がある読者を対象としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、Oracle Fusion Middleware 12cドキュメンテーション・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成

このページには、Oracle Fusion Middlewareのすべてのリリースの動作保証に関するドキュメントが掲載されています。


	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様

このページには、製品のインストール前に満たしている必要がある、システム固有の要件が記載されています。










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Universal Installerの使用方法


Oracle Universal Installerを使用して、Oracle Fusion Middleware 12cをインストールおよびアンインストールできます。

Oracle Universal Installerの使用の詳細は、次の項を参照してください。




	Oracle Universal Installerのシステム要件

使用するシステムでOracle Universal Installerを実行できるようにするために、システム要件を確認してください。インストーラを起動するには、これらの要件を満たす必要があります。
	Oracle中央インベントリについて

製品がOracle Universal Installerを使用してインストールされた場合、Oracle中央インベントリには、使用するシステム上のすべてのOracleホームにインストールされているすべてのOracleソフトウェア製品に関する情報が格納されます。
	Oracleホームの内容の表示

Oracle Fusion Middleware製品のインストール後に、ORACLE_HOME/oui/binのviewInventory.sh (UNIXオペレーティング・システム)またはviewInventory.cmd (Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを使用して、Oracleホーム・ディレクトリの内容を表示できます。
	2つのOracleホームの内容の比較

Oracle Fusion Middleware製品のインストール後に、ORACLE_HOME/oui/binのcompareInventory.sh (UNIXオペレーティング・システム)またはcompareInventory.cmd (Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを使用して、2つのOracleホームの場所の内容を比較できます。
	可能なインストール・モードについて

Oracle Universal Installerはグラフィカル・モードまたはサイレント・モードで実行できます。
	Oracle Universal Installerの起動

Oracle Universal Installerは、製品ディストリビューションのパッケージ方法に応じて、様々な方法で起動できます。
	Oracle Configuration Managerの構成

Oracle Fusion Middlewareのインストール時に、「セキュリティ更新」画面のセキュリティ更新を自動的にチェックするようにシステムを構成するかどうかをたずねられます。構成する場合、製品インストーラによりOracle Configuration Managerがシステムにインストールされ、構成されます。






1.1 Oracle Universal Installerのシステム要件


使用するシステムでOracle Universal Installerを実行できるようにするために、システム要件を確認してください。インストーラを起動するには、これらの要件を満たす必要があります。


Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様の「Oracle Universal Installerの要件」を参照してください。









1.2 Oracle中央インベントリについて


製品がOracle Universal Installerを使用してインストールされた場合、Oracle中央インベントリには、使用するシステム上のすべてのOracleホームにインストールされているすべてのOracleソフトウェア製品に関する情報が格納されます。

Oracle Universal Installerは実行されるたびに、システムでの中央インベントリの場所を確認します。中央インベントリの場所が見つからない場合(たとえば、今回初めてOracle製品をシステムにインストールしている場合)、中央インベントリを作成するように求められます(「UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の指定」)。

インベントリ情報は、Extensible Markup Language (XML)形式で格納されます。XML形式によって、問題の診断が容易になり、データを短時間でロードできます。保護情報は直接中央インベントリには格納されません。このため、一部の製品の削除時、検証用に必須の資格証明を入力するよう要求される場合があります。

中央インベントリは、そのシステム上のインストールで使用されるシステム固有のインベントリであるため、他のシステムと共有されないローカル・ファイルシステムに配置することをお薦めします。他のシステムのインストールによってインベントリが破損することがないよう、中央インベントリをローカル・ディスクに配置することを強くお薦めします。Oracleホーム、ドメイン・ホームまたはアプリケーション・ホームの場所には中央インベントリを配置しないでください。

同じOracleホームにインストールされたすべての製品は、同じOracle中央インベントリに関連付けられている必要があります。




	UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の指定

UNIXオペレーティング・システムで、グラフィカル・インストーラまたはサイレント・インストールを使用してOracle中央インベントリの場所を設定できます。
	UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所

UNIXオペレーティング・システム上のOracle中央インベントリを見つけるには、中央インベントリの場所へのポインタを含むoraInst.locファイルを検索します。
	Windowsオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所

Windowsオペレーティング・システムの場合、中央インベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所は、C:\Program Files\Oracle\Inventoryです。






1.2.1 UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の指定


UNIXオペレーティング・システムで、グラフィカル・インストーラまたはサイレント・インストールを使用してOracle中央インベントリの場所を設定できます。




	グラフィカル・インストーラを使用したUNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の設定

Oracle Universal Installerグラフィカル・インタフェースを使用してOracle製品をインストールする際、UNIXオペレーティング・システム上で既存のOracle中央インベントリが検出されないと、「インストール・インベントリの設定」画面が表示されます。
	サイレント・インストールによるUNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の設定

UNIXオペレーティング・システムでサイレント・インストールを行う場合は、システムにOracle中央インベントリを設定してから、インストールを実行する必要があります。これを行うには、/tmp/createCentralInventory.shスクリプトをrootとして実行し、中央インベントリを作成する必要があります。






1.2.1.1 グラフィカル・インストーラを使用したUNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の設定


Oracle Universal Installerグラフィカル・インタフェースを使用してOracle製品をインストールする際、UNIXオペレーティング・システム上で既存のOracle中央インベントリが検出されないと、インストール・インベントリの設定画面が表示されます。


「インストール・インベントリの設定」画面の手順に従って、Oracle中央インベントリを設定します。製品のインストールを続行するには、まず、これを完了する必要があります。

ここでは次を実行します。

	
Oracle中央インベントリ・ディレクトリ(デフォルトはUSER_HOME/oraInventory)を作成します。このディレクトリは、インストールを実行するユーザーによって所有されます。


	
Oracle中央インベントリの場所にcreateCentralInventory.shスクリプト(USER_HOME/oraInventory/createCentralInventory.shなど)を作成します。

このスクリプトをrootとして実行し、Oracle中央インベントリの場所をシステムの標準ファイル(/etc/oraInst.locなど)に登録する必要があります。UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所を参照してください。












1.2.1.2 サイレント・インストールによるUNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の設定


UNIXオペレーティング・システムでサイレント・インストールを行う場合は、システムにOracle中央インベントリを設定してから、インストールを実行する必要があります。これを行うには、/tmp/createCentralInventory.shスクリプトをrootとして実行し、中央インベントリを作成する必要があります。

サイレント・インストールを使用してOracle中央インベントリを作成するために/tmp/createCentralInventory.shスクリプトを実行する方法の詳細は、UNIXユーザー対象: 中央インベントリの作成を参照してください。
これを実行すると、スクリプトを実行してシステム上に作成されたすべてのディレクトリは、インストールを実行しているユーザーではなくrootによって所有されるので注意してください。











1.2.2 UNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所


UNIXオペレーティング・システム上のOracle中央インベントリを見つけるには、中央インベントリの場所へのポインタを含むoraInst.locファイルを検索します。


oraInst.locファイルは、次のディレクトリ(デフォルトの場所)にあります。

	
Linuxの場合: /etc/oraInst.loc


	
HP-UX、IBM AIX、Mac OS XおよびSolarisの場合: /var/opt/oracle/oraInst.loc












1.2.3 Windowsオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所


Windowsオペレーティング・システムの場合、中央インベントリ・ディレクトリのデフォルトの場所は、C:\Program Files\Oracle\Inventoryです。









1.3 Oracleホームの内容の表示


Oracle Fusion Middleware製品のインストール後に、ORACLE_HOME/oui/binのviewInventory.sh (UNIXオペレーティング・システム)またはviewInventory.cmd (Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを使用して、Oracleホーム・ディレクトリの内容を表示できます。


2つの種類のインベントリ(Oracle中央インベントリとOracleホーム・インベントリ)があることに注意してください。viewInventory.shまたはviewInventory.cmdスクリプトを使用して、Oracleホーム・ディレクトリを表示します。

次の情報が出力されます。

	
インストールされているディストリビューションの名前およびバージョン。


	
インストールされている機能セットの名前およびバージョン。


	
インストールされているコンポーネントの名前およびバージョン。


	
インストールされているパッチのパッチIDおよび一意のID。





注意:

ディストリビューションおよび機能セットの詳細は、Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの製品の配布に関する項を参照してください。



スクリプト出力は、コンソール・ウィンドウ、XMLファイルまたはCSVファイル(スプレッドシートにインポート可能)に送ることができます。

このスクリプトは、ORACLE_HOME/oui/binディレクトリにあります。

UNIXオペレーティング・システムでスクリプトを実行するには、次の構文を使用します。


viewInventory.sh
   [-jreLoc jre_location]
   [-oracle_home oracle_home_location]
   [-output_format [report|xml|csv]]
   [-output_file output_file_location_and_name]


Windowsオペレーティング・システムでスクリプトを実行するには、次の構文を使用します。


viewInventory.cmd
   [-jreLoc jre_location]
   [-oracle_home oracle_home_location]
   [-output_format [report|xml|csv]]
   [-output_file output_file_location_and_name]


このコマンドのオプションはすべて省略可能であり、次の表にまとめられています。





表1-1 viewInventoryスクリプトのオプション

	オプション	説明
	
-jreLoc

	
-jreLocオプションでは、使用するJavaホームを指定します。-jreLocが指定されていない場合、デフォルトの場所はviewInventoryスクリプトが格納されたOracleホームに関連付けられているJavaホームです。


	
-oracle_home

	
インベントリ情報を表示するOracleホーム。Oracleホームを指定しない場合、デフォルトはスクリプトが実行されるOracleホームです。


	
-output_format

	
出力の記録形式。有効な値は次のとおりです。

	
report

出力をコンソール・ウィンドウに送ります。「viewInventoryから端末ウィンドウへの出力例」を参照してください。


	
xml

出力をXMLファイルに送ります。「viewInventoryからXMLファイルへの出力例」を参照してください。


	
csv

出力をCSVファイルに送ります。「viewInventoryからCSVファイルへの出力例」を参照してください。




出力形式を指定しない場合、デフォルトは-output_fileの指定内容に基づいて検出されます。


	
-output_file

	
出力ファイルの名前と形式。このオプションは、出力をXMLまたはCSV形式に保存する場合にのみ必要です(出力ファイルを指定しない場合、スクリプトはデフォルトでコンソール・ウィンドウに出力します)。












1.4 2つのOracleホームの内容の比較


Oracle Fusion Middleware製品のインストール後に、ORACLE_HOME/oui/binのcompareInventory.sh (UNIXオペレーティング・システム)またはcompareInventory.cmd (Windowsオペレーティング・システム)スクリプトを使用して、2つのOracleホームの場所の内容を比較できます。


相違点が見つかると、次の情報が出力されます。

	
Oracleホームの場所。


	
ディストリビューションの名前およびバージョン。


	
機能セットの名前およびバージョン。


	
コンポーネントの名前およびバージョン。


	
パッチのパッチIDおよび一意のID。





注意:

ディストリビューションおよび機能セットの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの製品の配布に関する項を参照してください。



スクリプト出力は、コンソール・ウィンドウ、XMLファイルまたはCSVファイル(スプレッドシートにインポート可能)に送ることができます。

このスクリプトは、ORACLE_HOME/oui/binディレクトリにあります。

UNIXオペレーティング・システムでスクリプトを実行するには、次の構文を使用します。


compareInventory.sh
   -oracle_home1 oracle_home1_location
   -oracle_home2 oracle_home2_location
   [-jreLoc jre_location]
   [-input_type1 [dir|xml]]
   [-input_type2 [dir|xml]]
   [-output_file output_file_location_and_name]


Windowsオペレーティング・システムでスクリプトを実行するには、次の構文を使用します。


compareInventory.cmd
   -oracle_home1 oracle_home1_location
   -oracle_home2 oracle_home2_location
   [-jreLoc jre_location]
   [-input_type1 [dir|xml]]
   [-input_type2 [dir|xml]]
   [-output_file output_file_location_and_name]


-oracle_home1オプションと-oracle_home2オプションのみが必要です。このコマンドのオプションはすべて省略可能であり、次の表にまとめられています。





表1-2 compareInventoryスクリプトのオプション

	オプション	説明
	
-oracle_home1

	
比較する2つのOracleホームの場所のいずれかへのフルパス。


	
-oracle_home2

	
比較する2つ目のOracleホームの場所へのフルパス。


	
-jreLoc

	
-jreLocオプションでは、使用するJavaホームを指定します。-jreLocが指定されていない場合、デフォルトの場所はcompareInventoryスクリプトが格納されたOracleホームに関連付けられているJavaホームです。


	
-input_type1

	
-oracle_home1からのデータがXMLファイルとして提供されるか、ディレクトリの場所として提供されるかを指定します。有効な値は次のとおりです。

	
dir (ディレクトリの場所の場合)


	
xml (XMLファイルの場合)




値を指定しない場合、スクリプトは自動的にソースの形式を検出します。


	
-input_type2

	
-oracle_home2からのデータがXMLファイルとして提供されるか、ディレクトリの場所として提供されるかを指定します。有効な値は次のとおりです。

	
dir (ディレクトリの場所の場合)


	
xml (XMLファイルの場合)




値を指定しない場合、スクリプトは自動的にソースの形式を検出します。


	
-output_file

	
出力ファイルの名前と形式。このオプションは、出力をXMLまたはCSV形式に保存する場合にのみ必要です(出力ファイルを指定しない場合、スクリプトはデフォルトでコンソール・ウィンドウに出力します)。

	
端末ウィンドウへの出力例については、「compareInventoryから端末ウィンドウへの出力例」を参照してください。


	
CSVファイルへの出力例については、「compareInventoryからCSVファイルへの出力例」を参照してください。


	
XMLファイルへの出力例については、「compareInventoryからXMLファイルへの出力例」を参照してください。















1.5 可能なインストール・モードについて


Oracle Universal Installerはグラフィカル・モードまたはサイレント・モードのいずれかで実行できます。

	
グラフィカル・モード

グラフィカル・モード・インストールは、GUIベースで対話的にソフトウェアをインストールする方法です。WindowsとUNIXのどちらのシステムでも実行できます。

UNIXオペレーティング・システムでグラフィカル・モードでインストール・プログラムを実行するには、ソフトウェアのインストール先のマシンに接続されているコンソールで、JavaベースのGUIがサポートされている必要があります。WindowsシステムのすべてのコンソールではJavaベースのGUIがサポートされていますが、UNIXシステムのコンソールではサポートされていないものもあります。

またUNIXオペレーティング・システムでは、DISPLAY環境変数を、インストーラGUIを表示するモニターに設定する必要があり、インストールを実行するユーザーはDISPLAYに設定されたマシンへのアクセス権を持つ必要があります。手順はオペレーティング・システムに応じて異なるため、これを行う具体的な手順については、使用するオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。


	
サイレント・モード

サイレント・モード・インストールは、ソフトウェアを非対話的にインストールする方法です。インストール・オプションの指定にはプロパティ・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれる)を使用します。サイレント・モード・インストールは、スクリプトまたはコマンド・ラインから実行できます。サイレント・モード・インストールを使用すると、インストール構成を1回だけ定義し、その構成を使用して複数のマシン上に同じ構成のインストールを複製できます。

サイレント・モード・インストールの詳細、およびレスポンス・ファイルの作成方法については、「サイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用」を参照してください。サンプル・レスポンス・ファイルの詳細は、「サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルの例」を参照してください。










1.6 Oracle Universal Installerの起動


Oracle Universal Installerは、製品ディストリビューションのパッケージ方法に応じて、様々な方法で起動できます。




	汎用(.jar)ディストリビューションでのOracle Universal Installerの起動

この手順に従い、.jarディストリビューションのOracle Universal Installerを起動します。
	プラットフォーム固有のディストリビューションでのOracle Universal Installerの起動

この手順に従い、プラットフォーム固有のディストリビューションのOracle Universal Installerを起動します。






1.6.1 汎用(.jar)ディストリビューションでのOracle Universal Installerの起動


この手順に従い、.jarディストリビューションのOracle Universal Installerを起動します。

.jarディストリビューションでパッケージ化されているOracle Universal Installerを起動するには、動作保証されたJDKがすでにシステムにインストールされていることを確認してください。Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページの動作保証に関するドキュメントOracle Fusion Middleware 12cのシステム要件およびサポートされるプラットフォームを参照してください。



環境変数を設定せずにインストーラを起動するには、次の手順を実行します。

	
製品ディストリビューションをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
JDKホーム内にあるjava -jarコマンドを呼び出します。次に例を示します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


/home/Oracle/products/jdk1.8.0_101/bin/java -jar distribution_name.jar


Windowsオペレーティング・システムの場合:


C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_101\bin\java -jar distribution_name.jar




JAVA_HOMEおよびPATH環境変数を設定してインストーラを実行することもできます。




	システムのJAVA_HOME環境変数に、JDKディレクトリを設定します。次に例を示します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


export JAVA_HOME=/home/Oracle/products/jdk1.8.0_101


Windowsオペレーティング・システムの場合:


set JAVA_HOME=C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_101




	適切なJDKのディレクトリを、ターゲット・システムのPATH変数の定義に追加します。次に例を示します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


Windowsオペレーティング・システムの場合:


set PATH=%JAVA_HOME%\bin:%PATH%




	インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。
	次のコマンドを入力して、インストール・プログラムを起動します。


java -jar distribution_name.jar












1.6.2 プラットフォーム固有のディストリビューションでのOracle Universal Installerの起動


この手順に従い、プラットフォーム固有のディストリビューションのOracle Universal Installerを起動します。


Oracle HTTP Serverなど、一部の製品では製品固有のディストリビューションを入手できます。そのディストリビューションは、UNIXオペレーティング・システムでは .binファイルとして、Windowsオペレーティング・システムでは .exeファイルとして入手できます。

.binディストリビューションでOracle Universal Installerを起動するには、次の手順を実行します。




	.binファイルの権限を変更します。


chmod a+x distribution_name.bin




	.binファイルを実行します。


./distribution_name.bin







.exeディストリビューションでOracle Universal Installerを起動するには、Windows Explorerを使用してディストリビューションを含むディレクトリに移動し、setup_distribution_name.exeファイルをダブルクリックします。










1.7 Oracle Configuration Managerの構成


Oracle Fusion Middlewareのインストール時に、「セキュリティ更新」画面のセキュリティ更新を自動的にチェックするようにシステムを構成するかどうかをたずねられます。構成する場合、製品インストーラによりOracle Configuration Managerがシステムにインストールされ、構成されます。

Oracle Configuration Managerがインストーラで構成されていない場合(「セキュリティ更新」画面)、Oracle Fusion Middlewareのインストール後、Oracle Configuration Managerを手動で構成できます。ORACLE_HOME/oracle_common/ccr/binディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはORACLE_HOME\oracle_common\ccr\binディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)から、次のコマンドを実行して、Oracle Configuration Managerを設定できます。

UNIXオペレーティング・システムの場合:


configCCR -a


Windowsオペレーティング・システムの場合:


setupCCR.exe -a


詳細は、Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイドのOracle Configuration Managerのインストールを参照してください。











2 サイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用


Oracle Fusion Middlewareをインストールまたはアンインストールするために、コマンドラインからサイレント・モードでOracle Universal Installerを使用できます。

コマンドラインからOracle Universal Installerを実行する方法の詳細は、次の項を参照してください。




	サイレント・インストールについて

サイレント・インストールでは、グラフィック出力がなく、ユーザー入力も要求されないため、製品のインストールを監視する必要がありません。
	レスポンス・ファイルについて

サイレント・インストールを実行する前に、レスポンス・ファイルにインストール固有の情報(インストール・ディレクトリなど)を指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールを実行しようとすると、インストーラは失敗します。
	サイレント・モードでのOracle Universal Installerの実行

この手順に従い、Oracle Universal Installerのサイレント・モードでの実行、およびOracle中央インベントリの初めての設定を行います。
	サイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行

この手順に従い、Oracle Universal Installerを実行してOracle Fusion Middleware製品をサイレント・モードでアンインストールします。






2.1 サイレント・インストールについて


サイレント・インストールでは、グラフィック出力がなく、ユーザー入力も要求されないため、製品のインストールを監視する必要がありません。

Oracle Fusion Middleware製品のサイレント・インストールは、インストーラの起動時に、コマンドラインで-silentフラグを使用して実行します。ほとんどの場合、特定の入力値(インストール場所など)を含むファイルの場所と名前を指定する必要があります。これらは、グラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用する通常のインストールでも要求される値です。

Oracle Fusion Middleware製品では、このファイルはレスポンス・ファイルと呼ばれています。詳細は、レスポンス・ファイルについてを参照してください。

サイレント・インストールには構成が含まれていないことに注意してください。つまり、同じサイレント・インストール・コマンドとレスポンス・ファイルを使用して暗黙的に製品を構成することはできません。Oracle Fusion Middleware 11gの場合とは異なり、構成は別個のプロセスになります。製品の構成の詳細は、ご使用の製品のインストレーション・ガイドを参照してください。


注意:

UNIXユーザーが初めてOracle製品をインストールする場合、開始前にoraInst.locファイルを作成する必要があります。詳細は、UNIXユーザー対象: 中央インベントリの作成を参照してください。

製品のインストールが終了したら、root.shスクリプトをrootユーザーとして実行する必要があります。root.shスクリプトを実行すると環境変数の設定が検出されるので、ローカルのbinディレクトリのフルパスを入力できるようになります。









2.2 レスポンス・ファイルについて


サイレント・インストールを実行する前に、レスポンス・ファイルにインストール固有の情報(インストール・ディレクトリなど)を指定する必要があります。正しく構成されていないレスポンス・ファイルを使用してインストールを実行しようとすると、インストーラは失敗します。

レスポンス・ファイルは、テキスト・エディタで作成または編集できるテキスト・ファイルです。




	レスポンス・ファイルの作成

製品のサイレント・インストールまたはアンインストールに使用できるレスポンス・ファイルを作成するには、製品のグラフィカル・インストーラまたはアンインストーラを使用することをお薦めします。
	サンプル・レスポンス・ファイル

提供されるサンプル・レスポンス・ファイルは、サイレント・インストールまたはサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できるパラメータを示しています。
	Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル・パラメータ

これらのパラメータをOracle Universal Installerの有効なレスポンス・ファイルに指定できます。
	サイレント・インストール時のレスポンス・ファイルのセキュリティについて

レスポンス・ファイルには、インストーラで必要となるパスワードが含まれています。レスポンス・ファイル内のパスワードに関するセキュリティ上の問題を最小限に抑えるには、次のガイドラインに従います。






2.2.1 レスポンス・ファイルの作成


製品のサイレント・インストールまたはアンインストールに使用できるレスポンス・ファイルを作成するには、製品のグラフィカル・インストーラまたはアンインストーラを使用することをお薦めします。

	製品のグラフィカル・インストーラまたはアンインストーラは、製品のインストレーション・ガイドの説明に従って実行します。
	製品のインストールの場合は、「インストール・サマリー」画面で、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックしてインストール・パラメータをレスポンス・ファイルに保存します。

製品のアンインストールの場合は、「アンインストール・サマリー」画面で、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックしてアンインストール・パラメータをレスポンス・ファイルに保存します。

レスポンス・ファイルの名前と、作成する場所の入力が求められます。作成されたら、そのファイルをそのまま使用して他のシステムでインストールまたはアンインストールをレプリケートすることも、必要に応じてファイルを修正することもできます。












2.2.2 サンプル・レスポンス・ファイル


提供されるサンプル・レスポンス・ファイルは、サイレント・インストールまたはサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できるパラメータを示しています。


サイレント・インストールに使用可能なサンプル・レスポンス・ファイルについては、「サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルの例」を参照してください。

レスポンス・ファイルで指定できるパラメータは、「Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル・パラメータ」で説明します。









2.2.3 Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル・パラメータ


これらのパラメータをOracle Universal Installerの有効なレスポンス・ファイルに指定できます。


サンプルのレスポンス・ファイルは、「サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルの例」を参照してください。





表2-1 Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル・パラメータ

	対応する画面	パラメータ	説明
	
自動更新

	
DECLINE_AUTO_UPDATES

	
ソフトウェア更新をスキップする場合は、このパラメータをtrueに設定します。インストーラは、現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新を確認しません。


	
MOS_USERNAME

MOS_PASSWORD

	
インストールしようとしているソフトウェア製品に適用可能なソフトウェア更新をインストーラで自動的にMy Oracle Supportで検索する場合、My Oracle Supportのユーザー名およびパスワードを指定します。


	
AUTO_UPDATES_LOCATION

	
更新が格納されているローカル・ディレクトリのパスを入力します。

最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このパラメータを使用します。


	
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_SERVER

SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PORT

SOFTWARE_UPDATES_PROXY_USER

SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PASSWORD	
インターネットへの接続およびMy Oracle Supportへのアクセスのためにプロキシ・サーバーが必要な場合、プロキシ・サーバー情報を指定します。


	
インストールの場所

	
ORACLE_HOME

	
Oracleホーム・ディレクトリの場所。


	
セキュリティ更新

	
MYORACLESUPPORT_USERNAME

MYORACLESUPPORT_PASSWORD

	
最新の製品情報とセキュリティ・アップデートを受信する場合は、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力します。


	
DECLINE_SECURITY_UPDATES

	
セキュリティ・アップデートを受信しない場合は、このパラメータをtrueに設定します。デフォルトでは、このパラメータはfalseに設定されています。


	
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT

	
MYORACLESUPPORT_USERNAMEおよびMYORACLESUPPORT_PASSWORDに値を指定する場合は、このパラメータをtrueに設定する必要があります。


	
PROXY_HOST

PROXY_PORT

PROXY_USER

PROXY_PWD

	
環境でプロキシ・サーバーを使用する場合は、プロキシ・サーバーの情報を入力します。


	
COLLECTOR_SUPPORTHUB_URL

	
Oracle Configuration Manager RepeaterのURLです。書式は次のとおりです。


http://repeater_host:repeater_port


または


https://repeater_host:repeater_port


	
インストール・タイプ

	
INSTALL_TYPE

	
実行するインストールのタイプを指定します。この値は、製品ディストリビューションによって異なります。

たとえば、Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションの場合、次のインストール・タイプが有効です。

	
Fusion Middlewareインフラストラクチャ


	
Fusion Middlewareインフラストラクチャおよび例















2.2.4 サイレント・インストール時のレスポンス・ファイルのセキュリティについて


レスポンス・ファイルにはインストーラで必要となるパスワードが含まれています。レスポンス・ファイル内のパスワードに関するセキュリティ上の問題を最小限に抑えるには、次のガイドラインに従います。

	
サイレント・インストールを実行するオペレーティング・システム・ユーザー以外は読み取ることができないように、レスポンス・ファイルに権限を設定します。


	
可能な場合は、サイレント・インストールの完了後に、システムからレスポンス・ファイルを削除します。












2.3 サイレント・モードでのOracle Universal Installerの実行


この手順に従い、Oracle Universal Installerのサイレント・モードでの実行、およびOracle中央インベントリの初めての設定を行います。




	サイレント・インストールの構文およびコマンドの概要

コマンドラインから製品インストーラを実行するには、インストールに使用できる構文および様々なコマンドライン・オプションを理解していることを確認してください。
	UNIXユーザー対象: 中央インベントリの作成

UNIXオペレーティング・システム上で初めてインストーラをサイレント・モードで実行するとき、中央インベントリ・ディレクトリを作成する必要があります。
	サイレント・インストールの出力例

この例は、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・インストールの出力例を示しています。






2.3.1 サイレント・インストールの構文およびコマンドの概要


コマンドラインから製品インストーラを実行するには、インストールに使用できる構文および様々なコマンドライン・オプションを理解していることを確認してください。


コマンドラインから製品インストーラを実行する場合の完全な構文は次のようになります。


java -jar distribution_name.jar [-options] [(<CommandLinevariable=Value>)*]


製品インストーラをサイレント・モードで実行するには、-silentモードを使用し、レスポンス・ファイルを指定します。


java -jar distribution_name.jar -silent -responseFile file [-options] [(<CommandLinevariable=Value>)*]


次の表は、サイレント・インストールとグラフィカル・インストールの有効なコマンドライン・オプションを示しています。





表2-2 サイレント・インストールとグラフィカル・インストールのインストーラ・コマンドライン・オプション

	オプション	説明
	
-install

	
インストーラを起動します。これがデフォルトの操作です。

指定できる操作は1つのみです。


	
-silent

	
指定された操作(-installや-deinstallなど)をサイレント・モードで実行します。-silentが指定されていない場合はグラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用します。


	
-help

	
インストーラの使用オプションを表示します。


	
-invPtrLoc ファイル

	
(UNIXのみ)中央インベントリの場所ファイルへのポインタ。ファイルには、oraInst.locファイルのフルパスと名前を代入します。


	
-responseFile ファイル

	
レスポンス・ファイルへのポインタです。ファイルには、レスポンス・ファイルのフルパスと名前を代入します。

レスポンス・ファイルの作成については、レスポンス・ファイルについてを参照してください。


	
-logLevel レベル

	
インストーラによって実行されるロギングのレベルを指定します。指定したレベルより優先順位が低いすべてのメッセージが記録されます。有効なレベルは次のとおりです。

	
severe


	
warning


	
info


	
config


	
fine


	
finer


	
finest





	
-debug

	
インストーラからデバッグ情報を取得します。


	
-printdiskusage

	
ディスク使用量に関連するログ・デバッグ用情報です。


	
-printmemory

	
メモリー使用量に関連するログ・デバッグ用情報です。


	
-printtime

	
時間の使用に関するデバッグ情報をログに記録します。


	
-noconsole

	
メッセージをコンソール・ウィンドウに表示しません。


	
-ignoreSysPrereqs

	
システム前提条件チェックの結果を無視して、インストールを続行します。


	
-executeSysPrereqs

	
システム前提条件チェックのみ実行して、終了します。


	
-paramFile ファイル

	
oraparam.iniファイルはインストーラの初期化ファイルであり、ディストリビューションの .jarファイル内に含まれていて、インストーラの起動時に展開されます。

-paramFileオプションは、インストーラのデフォルト初期化ファイルをオーバーライドします。


	
-compatibilityFile ファイル

	
機能セットの依存性の変更を指定するファイルの場所です。


	
-nowait

	
(Windowsのみ)インストーラでは、操作(-installなど)完了後、ユーザーがコンソール上で[Enter]を押すのを待ちません。


	
インストーラ変数

	
インストーラ変数は、varName=値を使用して指定します。












2.3.2 UNIXユーザー対象: 中央インベントリの作成


UNIXオペレーティング・システム上で初めてインストーラをサイレント・モードで実行するとき、中央インベントリ・ディレクトリを作成する必要があります。


このため、次の例のようなプロンプトが表示されます。


You are starting your first installation on this host or you do not have sufficient 
permission to access current inventory. As part of this install, you need to specify a 
directory for installer files. This is called the "inventory directory". Within the inventory 
directory, the installer automatically sets up subdirectories for each product to contain 
inventory data and will consume typically 150 Kilobytes per product. It is recommended 
that this file (oraInst.loc) be created in /etc directory. You need root privileges to do so. You
can exit the installer and run the script located in /tmp/createCentralInventory1371119669507.sh 
to set up the central inventory location.


プロンプトの手順に従って、/tmp/createCentralInventory.shスクリプトをrootとして実行し、oraInst.locファイルと中央インベントリ・ディレクトリを作成します。製品のインストールを続行するには、まず、これを完了する必要があります。詳細は、「サイレント・インストールによるUNIXオペレーティング・システムでのOracle中央インベントリの場所の設定」を参照してください。









2.3.3 サイレント・インストールの出力例


この例は、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・インストールの出力例を示しています。



java -jar fmw_12.2.1.2.0_wls_generic.jar -silent -responseFile /home/exampleuser/response/wls.rsp
Launcher log file is /tmp/OraInstall2016-06-30_07-32-16AM/launcher2016-06-30_07-32-16AM.log
Extracting the installer................... Done
Checking if CPU speed is above 300 MHz.   Actual 2526.998 MHz    Passed
Checking swap space: must be greater than 512 MB.   Actual 10288440 MB    Passed
Checking if this platform requires a 64-bit JVM.   Actual 64    Passed (64-bit not required)
Checking temp space: must be greater than 300 MB.   Actual 44752 MB    Passed
 
 
Preparing to launch the Oracle Universal Installer from /tmp/OraInstall2016-06-30_07-32-16AM
Log: /tmp/OraInstall2016-06-30_07-32-16AM/install2016-06-30_07-32-16AM.log
Copyright (c) 1996, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.
Reading response file..
Skipping Software Updates
Starting check : CertifiedVersions
Expected result: One of oracle-6,oracle-7,redhat-7,redhat-6,SuSE-11,SuSE-12
Actual Result: oracle-6.6
Check complete. The overall result of this check is: Passed
CertifiedVersions Check: Success.

Starting check : CheckJDKVersion
Expected result: 1.8.0_101
Actual Result: 1.8.0_101
Check complete. The overall result of this check is: Passed
CheckJDKVersion Check: Success.

Validations are enabled for this session.
Verifying data
Copying Files
Percent Complete : 10
Percent Complete : 20
Percent Complete : 30
Percent Complete : 40
Percent Complete : 50
Percent Complete : 60
Percent Complete : 70
Percent Complete : 80
Percent Complete : 90
Visit http://www.oracle.com/support/policies.html for Oracle Technical Support policies.
Percent Complete : 100
 
The installation of Oracle Fusion Middleware 12c WebLogic Server and Coherence 12.2.1.2.0 completed successfully.
Logs successfully copied to /home/exampleuser/oraInventory/logs.











2.4 サイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行


この手順に従い、Oracle Universal Installerを実行してOracle Fusion Middleware製品をサイレント・モードでアンインストールします。




	サイレント・アンインストールの構文およびコマンドの概要

コマンドラインから製品アンインストーラを実行するには、アンインストールに使用できる構文および様々なコマンドライン・オプションを理解していることを確認してください。
	サイレント・アンインストール・コマンドの例

これらのコマンドは、製品をサイレント・モードでアンインストールする方法を示します。
	サイレント・アンインストールの出力例

この例は、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・アンインストールの出力例を示しています。






2.4.1 サイレント・アンインストールの構文およびコマンドの概要


コマンドラインから製品アンインストーラを実行するには、アンインストールに使用できる構文および様々なコマンドライン・オプションを理解していることを確認してください。


Oracle Fusion Middleware製品をサイレント・モードでアンインストールするには、コマンドラインで-silentオプションを使用します。

コマンドラインからアンインストーラを実行する場合の完全な構文は次のようになります。


ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh -silent [-options] [(<CommandLinevariable=Value>)*]


次の表は、サイレント・アンインストールとグラフィカル・アンインストールの有効なコマンドライン・オプションを示しています。





表2-3 サイレント・アンインストールとグラフィカル・アンインストールのアンインストーラ・コマンドライン・オプション

	オプション	説明
	
-help

	
アンインストーラの使用オプションを表示します。


	
-deinstall

	
アンインストーラをGUIモードで起動します。これはデフォルトのモードであり、コマンドラインでモードが指定されていない場合に使用されます。


	
-distributionName 名前

	
Oracleホームから削除するディストリビューションの名前を指定します。これは、Oracleホームに複数のディストリビューション(たとえば、Oracle Fusion Middleware InfrastructureとOracle SOA Suite)が含まれている場合に必要です。


	
-distributionVersion バージョン

	
Oracleホームから削除する特定のディストリビューションのバージョンを指定します。これは、Oracleホームに複数のディストリビューション(たとえば、Oracle Fusion Middleware InfrastructureとOracle SOA Suite)が含まれている場合に必要です。


	
-responseFile ファイル

	
レスポンス・ファイルへのポインタです。ファイルには、レスポンス・ファイルのフルパスと名前を代入します。

レスポンス・ファイルの作成については、レスポンス・ファイルについてを参照してください。


	
-logLevel レベル

	
インストーラによって実行されるロギングのレベルを指定します。指定したレベルより優先順位が低いすべてのメッセージが記録されます。有効なレベルは次のとおりです。

	
severe


	
warning


	
info


	
config


	
fine


	
finer


	
finest





	
-debug

	
インストーラからデバッグ情報を取得します。


	
-printdiskusage

	
ディスク使用量に関連するログ・デバッグ用情報です。


	
-printmemory

	
メモリー使用量に関連するログ・デバッグ用情報です。


	
-printtime

	
時間の使用に関するデバッグ情報をログに記録します。


	
-noconsole

	
メッセージをコンソール・ウィンドウに表示しません。


	
-ignoreSysPrereqs

	
システム前提条件チェックの結果を無視して、インストールを続行します。


	
-executeSysPrereqs

	
システム前提条件チェックのみ実行して、終了します。


	
-paramFile ファイル

	
oraparam.iniファイルは、アンインストーラの初期化ファイルです。

-paramFileオプションは、アンインストーラのデフォルト初期化ファイルをオーバーライドします。


	
-nowait

	
(Windowsのみ)インストーラでは、操作(-installなど)完了後、ユーザーがコンソール上で[Enter]を押すのを待ちません。


	
インストーラ変数

	
インストーラ変数は、varName=値を使用して指定します。












2.4.2 サイレント・アンインストール・コマンドの例


これらのコマンドは、製品をサイレント・モードでアンインストールする方法を示します。


次に、サイレント・アンインストール・コマンドの例を示します。


ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh -silent -responseFile /home/exampleuser/wls_deinstall.rsp


-logLevelオプションを含めると、詳細なインストール・ログを作成できます。このオプションの詳細は、「サイレント・アンインストールの構文およびコマンドの概要」を参照してください。

次に、レスポンス・ファイルとロギング・レベル(FINE)を指定した場合のサイレント・アンインストール・コマンドの例を示します。


ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh -silent -responseFile /home/exampleuser/wls_deinstall.rsp -logLevel FINE


次に、1つのOracleホームに複数の製品が含まれている場合のサイレント・アンインストール・コマンドの例を示します。


ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh -silent -responseFile /home/exampleuser/deinstall.rsp -distributionVersion 12.2.1.2.0 -distributionName "Oracle Data Integrator"


サイレント・アンインストールでは、複数のディストリビューションがインストールされている場合、コマンドラインから-distributionNameと-distributionVersionを指定する必要があります。









2.4.3 サイレント・アンインストールの出力例


この例は、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・アンインストールの出力例を示しています。



ORACLE_HOME/oui/bin/deinstall.sh -silent -responseFile /home/exampleuser/wls_deinstall.rsp
Launcher log file is /tmp/OraInstall2016-06-30_07-50-01AM/launcher2016-06-30_07-50-01AM.log.
Checking if CPU speed is above 300 MHz.   Actual 2526.998 MHz    Passed
Checking swap space: must be greater than 512 MB.   Actual 10288440 MB    Passed
Checking if this platform requires a 64-bit JVM.   Actual 64    Passed (64-bit not required)
Checking temp space: must be greater than 300 MB.   Actual 44752 MB    Passed
 
Log: /tmp/OraInstall2016-06-30_07-50-01AM/deinstall2016-06-30_07-50-01AM.log
Setting ORACLE_HOME to /home/Oracle/products/Oracle_Home
Copyright (c) 1996, 2016, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.
Reading response file..
Starting silent deinstallation...
Percent Complete : 10
Percent Complete : 20
Percent Complete : 30
Percent Complete : 40
Percent Complete : 50
Percent Complete : 60
Percent Complete : 70
Percent Complete : 80
Percent Complete : 90
100%
 
The uninstall of WebLogic Server 12.2.1.2.0 completed successfully.
Logs successfully copied to /home/exampleuser/oraInventory/logs.















3 部分的または中断されたインストールや構成からのリカバリ


この情報は、部分的または中断されたインストールや構成からのリカバリに役立ちます。




	Oracle Fusion Middlewareのインストールおよび構成の理解

Oracle Fusion Middleware製品のインストールは、2つのフェーズ(インストール・フェーズと構成フェーズ)からなります。
	インストール・フェーズの失敗または中断からのリカバリ

インストール・フェーズにおいて製品のインストールが中断された場合、製品をアンインストールしてOracleホームを削除し、再度インストールを開始することをお薦めします。
	構成フェーズの失敗または中断からのリカバリ

インストール・フェーズが正常に完了しても、構成フェーズが中断して再起動できない場合は、この手順に従って失敗または中断からリカバリすることをお薦めします。






3.1 Oracle Fusion Middlewareのインストールおよび構成の理解


Oracle Fusion Middleware製品のインストールは、2つのフェーズ(インストール・フェーズと構成フェーズ)からなります。

	
インストール・フェーズ

インストーラは、このフェーズ中に、製品ファイルをOracleホーム・ディレクトリに配置します。

インストール・フェーズの失敗または中断からのリカバリについては、「インストール・フェーズの失敗または中断からのリカバリ」を参照してください。


	
構成フェーズ

このフェーズでは構成ウィザードが実行され、製品にWebLogic Serverドメインが構成されます。WebLogic Serverドメインには、ドメインに関連付けられた構成ファイル、ログ・ファイルおよび一時ファイルが保持されます。

構成フェーズの失敗または中断からのリカバリについては、「構成フェーズの失敗または中断からのリカバリ」を参照してください。










3.2 インストール・フェーズの失敗または中断からのリカバリ


インストール・フェーズにおいて製品のインストールが中断された場合、製品をアンインストールしてOracleホームを削除し、再度インストールを開始することをお薦めします。


製品のアンインストーラはORACLE_HOME/oui/binディレクトリにあります。製品のアンインストールの手順は、サイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行を参照してください。









3.3 構成フェーズの失敗または中断からのリカバリ


インストール・フェーズが正常に完了しても、構成フェーズが中断して再起動できない場合は、この手順に従って失敗または中断からリカバリすることをお薦めします。


	
失敗または中断の原因に対応し、修正する手順を実行します。トラブルシューティングのアドバイスは次のいずれかで参照できます。

	
ご使用のOracle Fusion Middleware製品のインストレーション・ガイド。


	
My Oracle Supportにログインします。


https://support.oracle.com/


ログインしたら、次のいずれかのタブをクリックして詳細を参照します。

	
「ナレッジ」はナレッジ・ベースにアクセスして検索します。


	
「コミュニティ」は「My Oracle Supportコミュニティ」にアクセスします。


	
サービス・リクエストを検索したり問題に関する新しいサービス・リクエストを送るには、「サービス・リクエスト」をクリックします。








	
失敗の原因が解決すると、次の2つの方法で構成を再開できます。

	
構成ウィザードが起動されて実行中の場合は、グラフィカル・ユーザー・インタフェースで「再試行」をクリックします。「再試行」ボタンが使用可能でない場合、または「再試行」ボタンをクリックしても反応がない場合は、構成ウィザードを終了して次の方法を試します。


	
構成ウィザードを終了したら、構成ウィザードで作成したオブジェクトを手動で削除します。通常、これはDOMAIN_HOMEディレクトリとその内容になります。Oracleホームの内容を削除する必要はありません。


注意:

製品によっては、この他にドメインや製品を削除する手順が必要なものがあります。詳細は、ご使用の製品のインストレーション・ガイドのアンインストールの章を参照してください。







	
失敗した構成で作成された内容を削除する手順を実行した後、構成ウィザードを起動して、もう1度構成を試行します。
















A Oracle Universal Installerのインストール画面


この情報を使用すると、Oracle Universal Installerのアンインストール画面の様々な要素の詳細を理解できます。各画面では、ソフトウェアのインストールに必要な情報が要求されます。


注意:

このガイドで使用する画面は、Oracle Fusion Middleware Infrastructureインストールのものです。特に記載がないかぎり、これらの画面は他のすべてのOracle Fusion Middleware製品と同じです。






	インストール・インベントリの設定

UNIXまたはLinuxシステム・ソフトウェアが稼働しているホストに初めてOracleをインストールする場合、「インストール・インベントリの設定」画面を使用してOracle中央インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このディレクトリは、コンピュータにインストールされたすべてのOracle製品を把握するために、インストーラで使用されます。
	ようこそ

「ようこそ」画面によってOracle Fusion Middlewareインストーラに案内されます。この画面の情報をよく確認して、必要なすべての前提条件が実行されていることを確認してください。
	自動更新

「自動更新」画面で、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を検索できます。
	インストールの場所

「インストールの場所」画面で、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定し、そのディレクトリにインストールされている製品を表示します。
	インストール・タイプ

「インストール・タイプ」画面で、実行するインストール・タイプを決定します(これによって、インストールされる製品および機能も決まります)。
	前提条件のチェック

「前提条件のチェック」画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件を満たしているか確認します。
	セキュリティ更新

インストールを登録する場合は、「セキュリティ更新」画面に電子メール・アドレスおよびMy Oracle Supportのパスワードを入力します。
	自動更新: パッチの選択

「自動更新: パッチの選択」画面には、自動更新機能で見つかったパッチがリストされます。1つ以上のパッチを選択し、「次へ」をクリックして、選択したパッチをOracleホームに適用します。
	インストール・サマリー

「インストール・サマリー」画面には、インストールで選択した機能セットのリストと、インストール完了後にその機能セットが使用するおよそのディスク領域量が表示されます。
	インストールの進行状況

「インストールの進行状況」画面にインストールの進行状況が表示されます。進捗バーが100%になると、インストールは完了です。
	インストール完了

この画面はインストールの終わりに表示され、インストール済の製品および機能の要約が表示されます。「終了」 をクリックしてインストーラを終了します。






A.1 インストール・インベントリの設定


UNIXまたはLinuxシステム・ソフトウェアが稼働しているホストに初めてOracleをインストールする場合、「インストール・インベントリの設定」画面を使用してOracle中央インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このディレクトリは、コンピュータにインストールされたすべてのOracle製品を把握するために、インストーラで使用されます。


[image: GUID-5E2E8748-06BB-4B3D-905E-C9F2D60DF6A4-default.pngの説明が続きます。]



次の表は、このページのフィールドの説明です。





	フィールド	説明
	
インベントリ・ディレクトリ

	
このフィールドを使用して、新たに作成するOracleインベントリ・ディレクトリの完全なパスを特定します。

デフォルトでは、インストーラは、次の環境変数とパスに基づくディレクトリにOracle中央インベントリを作成するものとみなします。


$USER_HOME/oraInventory


この場所が環境に適さない場合、中央インベントリ・ディレクトリの場所の新しいパスを入力します。

最終的には、このマシンで行われる各Oracleソフトウェア・インストールのログ・ファイルなどの多数のファイルが、中央インベントリ・ディレクトリに含まれることに注意してください。


	
オペレーティング・システム・グループ

	
「オペレーティング・システム・グループ」ドロップダウン・メニューから、中央インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーが所属するグループを選択します。このグループのすべてのメンバーは、このマシンに製品をインストールできます。








「OK」をクリックすると、createCentralInventory.shというスクリプトが指定されたインベントリ・ディレクトリに作成されます。このスクリプトを実行して、このウィンドウで指定した中央インベントリ・ディレクトリ名を含む標準ディレクトリにポインタ・ファイルを作成します。このスクリプトはrootユーザーとして実行する必要があります。


注意:

Oracleインストールを管理するうえでお薦めできる方法は、シェル・スクリプトで中央インベントリ・ディレクトリを作成することです。このスクリプトは、この画面で指定したインベントリ・ディレクトリへの中央ポインタ・ファイルを作成します。このスクリプトを実行すると、中央ポインタが作成され、このインベントリ・ディレクトリが、任意のユーザーによる今後のすべてのインストーラの共通インベントリ・ディレクトリとなります。



Oracle中央インベントリの詳細は、Oracle中央インベントリについてを参照してください。









A.2 ようこそ


「ようこそ」画面によってOracle Fusion Middlewareインストーラに案内されます。この画面の情報をよく確認して、必要なすべての前提条件が実行されていることを確認してください。


[image: GUID-0361F206-FB6B-4C9F-8D75-8F7BE52CA8B2-default.pngの説明が続きます。]



このページには2つの重要な情報が示されます。

	
インストーラが実行に役立つタスクについての要約を示す左側のナビゲーション・ペイン。ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのインストールに必要な情報の入力を求めるインストーラの個々の画面を表します。


	
インストールを続行する前に実行しておく必要のある前提条件に関する情報。











A.3 自動更新


「自動更新」画面で、My Oracle Supportアカウントを使用して、重要なセキュリティ更新を含む最新のソフトウェア更新を検索できます。


[image: GUID-F5E62E09-1E25-43F3-B7C9-15233BBA7698-default.pngの説明が続きます。]






次の表で、この画面のオプションについて説明します。





	要素	説明
	
自動更新をスキップ

	
この画面をスキップするには、このオプションを選択します。インストーラは、現在の製品インストールに適用できる可能性のある更新を確認しません。


	
ディレクトリからパッチを選択

	
最新のソフトウェア更新をすでにダウンロードしてあり、インストールしようとしている製品に適用可能な更新を、インストーラがローカル・ディレクトリで検索するようにする場合は、このオプションを選択します。このオプションを選択すると、更新が置かれたローカル・ディレクトリを特定する際に使用する追加のフィールドが、インストーラによって表示されます。


	
場所

	
更新が置かれたローカル・ディレクトリのパスを入力するか、「参照」をクリックして特定のディレクトリを指定します。


	
My Oracle Supportで更新を検索

	
My Oracle Supportアカウントがある場合、このオプションを選択すると、インストールしようとしているソフトウェア製品に適用可能なソフトウェア更新をインストーラが自動的にMy Oracle Supportで検索します。


	
ユーザー名

	
My Oracle Supportアカウント名を入力します。


	
パスワード

	
My Oracle Supportアカウントのパスワードを入力します。


	
接続のテスト

	
自分のログイン資格証明およびMy Oracle Supportへの接続をテストするには、このボタンをクリックします。


	
プロキシ設定

	
インターネットへの接続のためにプロキシ・サーバーが必要な場合、このボタンをクリックします。表示されたダイアログ・ボックスを使用して、プロキシ・サーバーに関する詳細を入力します。


	
検索

	
「ディレクトリからパッチを選択」を選択した場合は、このボタンをクリックし、指定ディレクトリで使用可能なパッチを検索します。

「My Oracle Supportで更新を検索」を選択した場合は、このボタンをクリックし、My Oracle Supportで使用可能なパッチを検索します。

「検索」をクリックする場合、次のことに注意してください。

	
自動更新機能により、インストーラに適用する必要がある1つ以上のパッチ(ブートストラップ・パッチ)が見つかった場合、パッチがこの画面にリストされます。「次へ」をクリックすると、インストーラにより、インストーラの終了と再起動を促すメッセージが表示されます。


	
自動更新機能により、作成または更新中のOracleホームに適用する必要がある1つ以上のアプリケーション・パッチが見つかった場合、それらのパッチの個別リストがインストール・セッションの後半のリストに表示されます。















A.4 インストールの場所


「インストールの場所」画面で、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定し、そのディレクトリにインストールされている製品を表示します。


[image: GUID-020FAC2C-7997-49B7-86C6-B744CA331E58-default.pngの説明が続きます。]



1つ以上のOracle製品がすでにインストールされている既存のディレクトリがある場合は、ドロップダウン・リストにそのディレクトリを表示できます。「選択したOracleホームにインストールされた機能セット」の横の「表示」をクリックすると、特定のディレクトリにインストールされている製品を表示できます。

製品を新しいディレクトリにインストールする場合は、「Oracleホーム」フィールドに新しいディレクトリのフル・パスを入力すると、インストーラによってこのディレクトリが作成されます。

Oracle Fusion Middleware Infrastructureをインストールする場合は、指定したOracleホーム・ディレクトリ内にOracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリが作成されます。Oracle共通ホームには、すべてのOracle Fusion Middleware製品で共有されるサービスが含まれます。









A.5 インストール・タイプ


「インストール・タイプ」画面で、実行するインストール・タイプを決定します(これによって、インストールされる製品および機能も決まります)。


この画面に表示されるオプションは、インストールする製品によって異なります。詳細は、使用する製品のインストレーション・ガイドを参照してください。

[image: GUID-A9084EA2-BE69-48CF-8BFF-C19F8F04D91F-default.pngの説明が続きます。]










A.6 前提条件のチェック


「前提条件のチェック」画面では、ホスト・コンピュータを分析して、特定のオペレーティング・システムの前提条件を満たしているか確認します。


[image: GUID-647A16CA-4D37-44A0-859B-140254704C18-default.pngの説明が続きます。]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。





	ボタン	説明
	
停止

	
このボタンは、すべてのコンポーネントの前提条件チェックを停止する場合にクリックします。


	
再実行

	
このボタンは、警告またはエラー・メッセージが表示され、それに適切に対処した後に、前提条件チェックを再試行する場合にクリックします。


	
スキップ

	
このボタンは、エラーまたは警告メッセージを無視してインストールを続行する場合にクリックします。


	
正常なタスクの表示

	
このチェック・ボックスはデフォルトで選択されており、タスクが完了すると画面の主要部分にタスクのリストが表示されます。

タスクのリストを表示しない場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。


	
ログを表示

	
このボタンは、前提条件チェックの詳細なログ・ファイルを、別のウィンドウを開いて表示する場合にクリックします。












A.7 セキュリティ更新


インストールを登録する場合は、「セキュリティ更新」画面に電子メール・アドレスおよびMy Oracle Supportのパスワードを入力します。


[image: GUID-D283215E-E661-4F88-B3A6-33DABBF70D5D-default.pngの説明が続きます。]



登録しない場合、「セキュリティ更新をMy Oracle Supportから受け取ります」チェック・ボックスをオフにして、変更を確定します。

まだMy Oracle Supportに登録していない場合は、https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.htmlで登録できます。








A.8 自動更新: パッチの選択


「自動更新 — パッチの選択」画面には、自動更新機能で見つかったパッチがリストされます。1つ以上のパッチを選択し、「次へ」をクリックして、選択したパッチをOracleホームに適用します。


[image: GUID-A901DFFE-469C-4111-84F2-A3107B645BC9-default.pngの説明が続きます。]



この画面は、次の両方に当てはまる場合に表示されます:

	
「自動更新」画面を使用して、インストール・セッションの前の方で使用可能なパッチを検索した場合。


	
自動更新機能により、このインストール・セッションで作成中のOracleホームに適用する必要がある1つ以上のアプリケーション・パッチが見つかった場合。












A.9 インストール・サマリー


「インストール・サマリー」画面には、インストールで選択した機能セットのリストと、インストール完了後にその機能セットが使用するおよそのディスク領域量が表示されます。


[image: GUID-807E2887-8C6B-45AE-BF97-902C17090499-default.pngの説明が続きます。]



個別のコンポーネントをクリックすると、それぞれの概算インストール・サイズを表示できます。

この構成をレスポンス・ファイルに保存して、後でサイレント・インストールに使用できるようにするには、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックします。レスポンス・ファイルを使用したサイレント・インストールの実行の詳細は、サイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用を参照してください。









A.10 インストールの進行状況


「インストールの進行状況」画面にインストールの進行状況が表示されます。進捗バーが100%になると、インストールは完了です。


[image: GUID-DD43C5D4-4B92-4CAE-90B4-99FD219B6597-default.pngの説明が続きます。]




注意:

「ライブラリの生成中」タスクは、システムによっては全体のインストール時間の70%におよぶ場合があります。



次の表で、この画面のオプションについて説明します。





	ボタン	説明
	
メッセージの表示

	
「メッセージの表示」をクリックすると、画面下部の掲示板の箇所にインストーラ・メッセージが表示されます。掲示板に戻すには、このボタンを再度クリックします。


	
正常なタスクの表示

	
このチェック・ボックスはデフォルトで選択されており、タスクが完了すると画面の主要部分にタスクのリストが表示されます。

タスクのリストを表示しない場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。


	
ログを表示

	
「ログを表示」をクリックすると、インストーラ・ログが表示されます(ログは別のウィンドウに表示されます)。












A.11 インストール完了


この画面にはインストール結果、およびインストール済の製品および機能の要約が表示されます。「終了」 をクリックしてインストーラを終了します。


[image: GUID-779A6CA1-CD6A-4BA4-B17A-C3C2315B2394-default.pngの説明が続きます。]














B Oracle Universal Installerのアンインストール画面


この情報を使用すると、Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのアンインストール時に使用するOracle Universal Installerのアンインストール画面の様々な要素の詳細を理解できます。




	アンインストールする配布

インストーラは、プログラムが起動されるOracleホームで複数のディストリビューションが検出された場合にのみ、「アンインストールする配布」画面を表示します。
	ようこそ

1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア製品のアンインストールの開始時に、「ようこそ」画面が表示されます。
	アンインストール・サマリー

「アンインストール・サマリー」画面を使用して、アンインストールするOracleホームを選択したことを確認します。
	アンインストールの進行状況

「アンインストールの進行状況」画面を使用して、アンインストール・プロセスの進行状況を監視します。
	アンインストール完了

「アンインストール完了」画面には、完了したアンインストールの要約が表示されます。この画面が表示されるということは、アンインストールが完了し、選択したコンポーネントがOracle中央インベントリから消去されたことを表します。






B.1 アンインストールする配布


インストーラは、プログラムが起動されるOracleホームで複数のディストリビューションが検出された場合にのみ、「アンインストールする配布」画面を表示します。


[image: GUID-0E057121-B4E1-4991-8E81-5C1E661E1317-default.pngの説明が続きます。]



ドロップダウン・リストからアンインストールするディストリビューションを選択し、「アンインストール」をクリックします。

ドロップダウン・リストの下には選択したディストリビューションの内容が表示され、正しいディストリビューションの削除を選択していることを確認できます。









B.2 ようこそ


1つ以上のOracle Fusion Middlewareソフトウェア製品のアンインストールの開始時に、「ようこそ」画面が表示されます。


[image: GUID-03C6A509-263B-4DDE-8929-C59C618C8219-default.pngの説明が続きます。]



インストーラを使用してOracle Fusion Middlewareをアンインストールすると、インストーラによって、選択したOracleホームのソフトウェア・ファイルがディスクから削除され、Oracle中央インベントリが更新され、製品を削除するためのオペレーティング・システム固有の他のタスクが実行されます。

製品のインストールの開始時に表示される「ようこそ」画面同様、アンインストールの「ようこそ」画面には、インストーラによって支援されるタスクのサマリーを示すナビゲーション・ペインが左側に含まれます。

ナビゲーション・ペインの各項目は、ソフトウェアのアンインストールに必要な情報が要求される、インストーラの特定の画面を表します。

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのアンインストールの詳細は、ソフトウェア・スイートのインストレーション・ガイドのアンインストールに関する情報を参照してください。









B.3 アンインストール・サマリー


「アンインストール・サマリー」画面を使用して、アンインストールするOracleホームを選択したことを確認します。


[image: GUID-FC18761C-AD1B-4077-AA66-7A6D17A241EA-default.pngの説明が続きます。]



この構成をテキスト・ファイル(レスポンス・ファイルと呼ばれる)に保存する場合は、「レスポンス・ファイルの保存」をクリックします。この結果生成されるレスポンス・ファイルは、後で同じ削除手順をコマンドラインから実行する場合に使用できます。

「アンインストール」をクリックすると、この画面に表示されたOracleホームの削除のプロセスが開始されます。


注意:

「アンインストール」をクリックする前に、選択したOracleホームに関連付けられているすべてのプロセスが停止していることを確認してください。











B.4 アンインストールの進行状況


「アンインストールの進行状況」画面を使用して、アンインストール・プロセスの進行状況を監視します。


[image: GUID-E694CEC4-D227-4DF2-95A5-92E89B16F2E4-default.pngの説明が続きます。]



次の表で、この画面のオプションについて説明します。





	ボタン	説明
	
メッセージの表示

	
「メッセージの表示」をクリックすると、画面下部の掲示板の箇所にインストーラ・メッセージが表示されます。掲示板に戻すには、このボタンを再度クリックします。


	
正常なタスクの表示

	
このチェック・ボックスはデフォルトで選択されており、タスクが完了すると画面の主要部分にタスクのリストが表示されます。

タスクのリストを表示しない場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。


	
ログを表示

	
「ログを表示」をクリックすると、インストーラ・ログが表示されます(ログは別のウィンドウに表示されます)。


	
次

	
「次」をクリックして、アンインストール完了ページに進みます。


	
終了

	
「終了」をクリックして、他の画面を表示せずにインストーラを終了します。








進捗バーが100%に達すると、アンインストールが完了し、指定した製品がOracleインベントリから消去されたことを表します。









B.5 アンインストール完了


「アンインストール完了」画面には、完了したアンインストールの要約が表示されます。この画面が表示されるということは、アンインストールが完了し、選択したコンポーネントがOracle中央インベントリから消去されたことを表します。


[image: GUID-3ADC1C2A-A44D-448D-8B34-7A56E01ECBCF-default.pngの説明が続きます。]














C サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルの例


これらのファイルは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureディストリビューションと、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceディストリビューション用のサンプル・レスポンス・ファイルです。

レスポンス・ファイルのパラメータの詳細は、Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル・パラメータを参照してください。




	レスポンス・ファイルのインストール

製品インストーラをサイレント・モードで実行するには、インストールに関する情報を含む有効なレスポンス・ファイルを指定する必要があります。
	レスポンス・ファイルのアンインストール

製品アンインストーラをサイレント・モードで実行するには、アンインストールに関する情報を含む有効なレスポンス・ファイルを指定する必要があります。






C.1 レスポンス・ファイルのインストール


製品インストーラをサイレント・モードで実行するには、インストールに関する情報を含む有効なレスポンス・ファイルを指定する必要があります。




	Oracle Fusion Middleware Infrastructureインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル

このサンプルには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。
	Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル

このサンプルには、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。






C.1.1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル


このサンプルには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。



[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#Set this to true if you wish to skip software updates
DECLINE_AUTO_UPDATES=true

#My Oracle Support User Name
MOS_USERNAME=

#My Oracle Support Password
MOS_PASSWORD=<SECURE_VALUE>

#If the Software updates are already downloaded and available on your local system, then specify the path 
to the directory where these patches are available and set SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION to true
AUTO_UPDATES_LOCATION=

#Proxy Server Name to connect to My Oracle Support
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_SERVER=

#Proxy Server Port
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PORT=

#Proxy Server Username
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_USER=

#Proxy Server Password
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PASSWORD=<SECURE_VALUE>

#The oracle home location. This can be an existing Oracle Home or a new Oracle Home
ORACLE_HOME=/home/Oracle/products/Oracle_Home
 
#Set this variable value to the Installation Type selected. e.g. Fusion Middleware Infrastructure, Fusion Middleware Infrastructure With Examples.
INSTALL_TYPE=Fusion Middleware Infrastructure
 
#Provide the My Oracle Support Username. If you wish to ignore Oracle Configuration Manager configuration provide empty string for user name.
MYORACLESUPPORT_USERNAME=
 
#Provide the My Oracle Support Password
MYORACLESUPPORT_PASSWORD=<SECURE VALUE>
 
#Set this to true if you wish to decline the security updates. Setting this to true and providing empty string for
My Oracle Support username will ignore the Oracle Configuration Manager configuration
DECLINE_SECURITY_UPDATES=true
 
#Set this to true if My Oracle Support Password is specified
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT=false
 
#Provide the Proxy Host
PROXY_HOST=
 
#Provide the Proxy Port
PROXY_PORT=
 
#Provide the Proxy Username
PROXY_USER=
 
#Provide the Proxy Password
PROXY_PWD=<SECURE VALUE>
 
#Type String (URL format) Indicates the OCM Repeater URL which should be of the format [scheme[Http/Https]]://[repeater host]:[repeater port]
COLLECTOR_SUPPORTHUB_URL=









C.1.2 Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル


このサンプルには、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・インストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。



[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#Set this to true if you wish to skip software updates
DECLINE_AUTO_UPDATES=true

#My Oracle Support User Name
MOS_USERNAME=

#My Oracle Support Password
MOS_PASSWORD=<SECURE_VALUE>

#If the Software updates are already downloaded and available on your local system, then specify the path
to the directory where these patches are available and set SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION to true
AUTO_UPDATES_LOCATION=

#Proxy Server Name to connect to My Oracle Support
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_SERVER=

#Proxy Server Port
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PORT=

#Proxy Server Username
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_USER=

#Proxy Server Password
SOFTWARE_UPDATES_PROXY_PASSWORD=<SECURE_VALUE>

#The oracle home location. This can be an existing Oracle Home or a new Oracle Home
ORACLE_HOME=/scratch/Oracle/products/Oracle_Home
 
#Set this variable value to the Installation Type selected. e.g. WebLogic Server, Coherence, Complete with Examples.
INSTALL_TYPE=WebLogic Server
 
#Provide the My Oracle Support Username. If you wish to ignore Oracle Configuration Manager configuration provide empty string for user name.
MYORACLESUPPORT_USERNAME=
 
#Provide the My Oracle Support Password
MYORACLESUPPORT_PASSWORD=<SECURE VALUE>
 
#Set this to true if you wish to decline the security updates. Setting this to true and providing empty string for
My Oracle Support username will ignore the Oracle Configuration Manager configuration
DECLINE_SECURITY_UPDATES=true
 
#Set this to true if My Oracle Support Password is specified
SECURITY_UPDATES_VIA_MYORACLESUPPORT=false
 
#Provide the Proxy Host
PROXY_HOST=
 
#Provide the Proxy Port
PROXY_PORT=
 
#Provide the Proxy Username
PROXY_USER=
 
#Provide the Proxy Password
PROXY_PWD=<SECURE VALUE>
 
#Type String (URL format) Indicates the OCM Repeater URL which should be of the format [scheme[Http/Https]]://[repeater host]:[repeater port]
COLLECTOR_SUPPORTHUB_URL=











C.2 レスポンス・ファイルのアンインストール


製品アンインストーラをサイレント・モードで実行するには、アンインストールに関する情報を含む有効なレスポンス・ファイルを指定する必要があります。




	Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル

このサンプルには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。
	Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのアンインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル

このサンプルには、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。






C.2.1 Oracle Fusion Middleware Infrastructureのアンインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル


このサンプルには、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。



[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#This will be blank when there is nothing to be de-installed in distribution level
SELECTED_DISTRIBUTION=WebLogic Server for FMW~12.2.1.2.0 

#The oracle home location. This can be an existing Oracle Home or a new Oracle Home
ORACLE_HOME=/home/Oracle/products/Oracle_Home/









C.2.2 Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのアンインストール用のサンプル・レスポンス・ファイル


このサンプルには、Oracle WebLogic ServerおよびCoherenceのサイレント・アンインストール用のレスポンス・ファイルに指定できる情報が示されます。



[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#This will be blank when there is nothing to be de-installed in distribution level
SELECTED_DISTRIBUTION=WebLogic Server~12.2.1.2.0 

#The oracle home location. This can be an existing Oracle Home or a new Oracle Home
ORACLE_HOME=/home/Oracle/products/Oracle_Home/















D viewInventoryおよびcompareInventoryスクリプトからの出力の理解


viewInventoryおよびcompareInventoryスクリプトを実行する場合、出力される情報を確認して理解してください。




	viewInventoryの出力例

viewInventoryスクリプトの出力を端末ウィンドウ、CSVファイルまたはXMLファイルに送信するように選択できます。
	compareInventoryの出力例

compareInventoryスクリプトの出力を端末ウィンドウ、CSVファイルまたはXMLファイルに送信するように選択できます。






D.1 viewInventoryの出力例


viewInventoryスクリプトの出力を端末ウィンドウ、CSVファイルまたはXMLファイルに送信するように選択できます。

次の項では、viewInventoryスクリプトの出力例を示します。




	viewInventoryから端末ウィンドウへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、端末ウィンドウへの出力を示しています。
	viewInventoryからCSVファイルへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、CSVファイルへの出力を示しています。
	viewInventoryからXMLファイルへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、XMLファイルへの出力を示しています。






D.1.1 viewInventoryから端末ウィンドウへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、端末ウィンドウへの出力を示しています。


出力の生成に使用されるコマンドは、1行目に示されます。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/oui/bin/viewInventory.sh

Oracle Home: /home/Oracle/products/Oracle_Home
  Distribution: WebLogic Server for FMW 12.2.1.2.0
     FeatureSet: db_xdkNoJaxp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.xdk.jrf.jaxp 12.2.1.1.0
     FeatureSet: db_xdb 12.1.0.2.6
       Component: oracle.rdbms.jrf 12.1.0.2.1
     FeatureSet: glcm_common_logging 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.logging 1.6.0.0.0
     FeatureSet: glcm_common 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.comdev 7.8.0.0.0
       Component: oracle.glcm.dependency 1.8.0.0.0
       Component: oracle.glcm.xmldh 3.4.0.0.0
       Component: oracle.glcm.wizard 7.8.0.0.0
     FeatureSet: jrf_dmsJse 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jse.dms 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_dmsCommon 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.dms.common 12.2.1.2.0
     FeatureSet: oam_core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.oamclient.core 12.2.1.2.0
     FeatureSet: oam_wlsCore 12.2.1.2.0
       Component: oracle.oamclient.wls 12.2.1.2.0
     FeatureSet: oracledb_xdk 12.2.1.2.0
       Component: oracle.xdk.jrf 12.2.1.1.0
       Component: oracle.xdk.jrf.fmw 12.2.1.1.0
       Component: oracle.xdk.jrf.xmlparserv2 12.2.1.1.0
     FeatureSet: wls_rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.rcu 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_coreServerComp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.core.app.server 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_instOnly 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.inst.only 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sharedWithInst 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.inst 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_dmsFull 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.dms 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_presoTools_core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.help.ohj 12.2.1.2.0
       Component: oracle.help.share 12.2.1.2.0
       Component: oracle.bali.ice 12.2.1.2.0
       Component: oracle.bali.jewt 12.2.1.2.0
       Component: oracle.bali.share 12.2.1.1.0
     FeatureSet: jrf_presoTools 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmw.common.wizard.resources 12.2.1.0.0
     FeatureSet: wls_securityCore_sharedLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.security.core.sharedlib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_mtEEOnly_sharedLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.ee.only.sharedlib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_tenancy_ee_only 12.2.1.2.0
     FeatureSet: toplink_thirdparty 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.thirdparty.toplink 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_thirdparty_javaxjson 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.thirdparty.javax.json 12.2.1.2.0
     FeatureSet: toplink 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.toplink 12.2.1.2.0
     FeatureSet: mysql_jdbc 5.1.22.0.1
       Component: oracle.mysqlconn 5.1.22.0.0
     FeatureSet: dataDirect_jdbc 5.1.0.0.1
       Component: oracle.datadirect 5.1.0.0.0
     FeatureSet: wls_thirdPartyJdbc 12.2.1.2.0
     FeatureSet: orapki 12.2.1.2.0
       Component: oracle.osdt.core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.pki 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rsa.crypto 12.2.1.2.0
     FeatureSet: glcm_encryption 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.encryption 2.7.0.0.0
     FeatureSet: wls_sharedWithInst_sharedLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.inst.sharedlib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_mtCommon_sharedLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common.sharedlib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_mtCommon 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_tenancy_wls_common 12.2.1.2.0  
     FeatureSet: oam_wlsFmw 12.2.1.2.0
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRITools 2.2.10.0.0
       Component: oracle.jaxb.tools 2.2.10.0.0
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRIRuntime 2.2.10.0.0
       Component: oracle.jaxb.impl 2.2.10.0.0
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRICore 2.2.10.0.0
       Component: oracle.jaxb.core 2.2.10.0.0
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRI 2.2.10.0.0
     FeatureSet: toplink_coherence 12.2.1.2.0
       Component: oracle.toplink.coherence 12.2.1.2.0
     FeatureSet: toplink_developer 12.2.1.2.0
       Component: oracle.toplink.developer 12.2.1.2.0
       Component: oracle.toplink.doc 12.2.1.2.0
       Component: oracle.toplink.dbwslib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: xmlbeans 2.6.1.0.0
       Component: com.bea.core.xml.xmlbeans 2.6.1.0.0
     FeatureSet: wls_securityCore 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.security.core 12.2.1.2.0
     FeatureSet: thirdParty_apacheAnt 1.9.2.1.0
       Component: oracle.apache.ant.mod 1.9.2.1.0
     FeatureSet: wls_commonServices 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.cam 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.common.cam.wlst 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.common.nodemanager 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.common.cam 12.2.1.2.0
     FeatureSet: owaspComp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.owasp.jrf 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp_sharedLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp.sharedlib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_owaspLibrary 12.2.1.2.0
     FeatureSet: cieStb_rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.ciestb 12.2.1.2.0
     FeatureSet: db_nlsrtl 12.1.0.2.4
       Component: oracle.nlsrtl.jrf 12.1.0.2.1
     FeatureSet: db_jdbc 12.1.0.2.6
       Component: oracle.javavm.jrf 12.1.0.2.1
         Patch: ID: 19154304 UID: 19278518
         Patch: ID: 19795066 UID: 19149348
         Patch: ID: 19030178 UID: 19234068
         Patch: ID: 18905788 UID: 18668039
         Patch: ID: 19002423 UID: 18804275
         Patch: ID: 19632480 UID: 19278519
     FeatureSet: jrf_fcp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.adfrt.javatools 12.2.1.2.0       
       Component: oracle.jrf.adfrt.batik 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.adfrt.help 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_adfrt 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.adfrt 12.2.1.2.0
     FeatureSet: thirdParty_jsch 0.1.53.0.0
       Component: oracle.jcraft.jsch 0.1.53.0.0
     FeatureSet: glcm_opatch_common_api 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.opatch.common.api 13.9.1.0.0
     FeatureSet: nginst_core 13.9.1.0.0
       Component: oracle.nginst.common 13.9.1.0.0
       Component: oracle.nginst.core 13.9.1.0.0
       Component: oracle.nginst.thirdparty 13.9.1.0.0
     FeatureSet: coherence_discovery 12.2.1.2.0
       Component: oracle.coherence.discovery 12.2.1.2.0
     FeatureSet: coherence 12.2.1.2.0
       Component: oracle.coherence 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_tenancy_common 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.tenancy 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_tenancy_se 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.tenancy.se 12.2.1.2.0
     FeatureSet: opatch 13.9.1.0.0
       Component: oracle.swd.opatch 13.9.1.0.0
     FeatureSet: thirdParty_orgCodehausWoodstox 4.2.0.0.0
       Component: org.codehaus.woodstox 4.2.0.0.0
     FeatureSet: orawsdl 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webservices.orawsdl 12.2.1.2.0
     FeatureSet: httpclient 12.2.1.2.0
       Component: oracle.http_client 12.2.1.2.0
     FeatureSet: ws_base 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webservices.base 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_ws 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webservices.wls 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_install_framework 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.install.ui.framework 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.install.common.prerequisite.files 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.install.common.help 12.2.1.1.0
     FeatureSet: jrf_tenancy_ee 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.tenancy.ee 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jse_webservices 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.common 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_webservices 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webservices.jaxrs.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webservices.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.agent.fmw 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_install_jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.install.wls 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.install.jrf.prerequisite 12.2.1.2.0
     FeatureSet: apache_commonsCli 1.2.0.0.1
       Component: oracle.apache.commons.cli 1.2.0.0.1
     FeatureSet: apache_commonsCompress 1.4.0.0.1
       Component: oracle.apache.commons.compress 1.4.0.0.1
     FeatureSet: glcm_oplan_core 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.osys.core 13.9.0.0.0
       Component: oracle.glcm.oplan.core 13.9.1.0.0
     FeatureSet: wls_sharedClientComps 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.libraries 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_portable_sharedWithCoh 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.shared.with.coh.standalone 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_portable 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.wlsportable.mod 12.2.1.2.0
     FeatureSet: thirdParty_bouncyCastle 12.2.1.2.0
       Component: oracle.org.bouncycastle 12.2.1.2.0
     FeatureSet: cieCfg_common 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.common.shared 12.2.1.2.0
     FeatureSet: cieCfg_config_common 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.common.config.shared 12.2.1.2.0
     FeatureSet: cieCfg_wls_shared 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmw.upgrade.fmwconfig 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.wls.shared 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.shared 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.help 12.2.1.1.0
     FeatureSet: cieCfg_wls 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwconfig.wls 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sharedLibrariesWithoutPOM 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fasterxml_Jackson 2.4.3.0.0
       Component: oracle.fasterxml.jackson 2.4.3.0.0
     FeatureSet: fmw_platformEnvSpec 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwplatform.envspec 12.2.1.2.0
     FeatureSet: glcm_opatchauto_core 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.opatchauto.core 13.9.1.0.0
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsLang 2.6.0.0.2
       Component: oracle.apache.commons.lang.mod 2.6.0.0.2
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsCollections 3.2.0.0.2
       Component: oracle.apache.commons.collections.mod 3.2.0.0.2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJersey 1.18.0.0.0
       Component: oracle.jersey 12.1.3.0.0
     FeatureSet: jrf_core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.legacy_oc4j_xml_schemas 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jsp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jmx 12.2.1.2.0
       Component: oracle.classloader 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.toplink 12.2.1.2.0
       Component: oracle.opss.core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.iau 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.thirdparty.jee 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.infra.common 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.j2ee 12.2.1.2.0
       Component: oracle.nlsgdk 12.2.1.1.0
       Component: oracle.nlspdk 12.2.1.1.0
       Component: oracle.xdk.jrf.xmlparserv2 12.2.1.1.0
     FeatureSet: db_ras 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rdbms.ras 12.1.0.2.0
     FeatureSet: fmw_platformCommon 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwplatform.common 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_platformOcp 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwplatform.ocp 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_platformProvisioningApi 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmwplatform.fmwprov 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_wlsCore 12.2.1.2.0
       Component: oracle.opss.wls 12.2.1.2.0
     FeatureSet: glcm_schemaVersionRegistry 12.2.1.2.0
       Component: oracle.glcm.schema.version.registry 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_Upgrade 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmw.upgrade.help 12.2.1.1.0
       Component: oracle.fmw.upgrade 12.2.1.2.0
     FeatureSet: fmw_platformGeneric 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sharedLibraries 12.2.1.2.0
     FeatureSet: glcm_opatchauto_fmw 13.9.1.0.0
       Component: oracle.glcm.opatchauto.fmw 13.9.1.0.0
     FeatureSet: rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.evaluation.database 12.2.1.2.0
       Component: oracle.common.rcu.config 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sysman.rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.doc 12.2.1.1.0
     FeatureSet: ons 12.2.1.2.0
       Component: oracle.ons.generic 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_tier1nativeLib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_devServer 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.workshop.code.completion.support 12.2.1.2.0
     FeatureSet: mds_rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.mds 12.2.1.2.0
     FeatureSet: ucsmessaging_rcu 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.ucs.messaging 12.2.1.1.0
     FeatureSet: thirdParty_Jython 2.2.0.0.0
       Component: oracle.jython 12.1.3.0.0
     FeatureSet: thirdParty_Groovy 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.adfrt.groovy 12.2.1.2.0
     FeatureSet: owsm_fmcPlugin 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.console.core 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_commonFmw 12.2.1.2.0
       Component: oracle.bali.cabo 12.2.1.2.0
       Component: oracle.webcenter.wccore 12.2.1.2.0
       Component: oracle.fmw.upgrade 12.2.1.2.0
       Component: oracle.help.ohw.uix 12.2.1.2.0
       Component: oracle.help.ohw.share 12.2.1.2.0
       Component: oracle.help.ohw.rcf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sdp.messaging 12.2.1.1.0
       Component: oracle.as.common.clone 12.2.1.2.0
       Component: oracle.ldap.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sslconfig.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.osdt.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.opss.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.pmlib 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.opss 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rcu.iau 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.applcore 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.infra.fmw.common 12.2.1.2.0
       Component: oracle.pwdgen.jrf 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jakarta 12.2.1.0.0
       Component: oracle.jgroups 12.2.1.0.0
       Component: oracle.jsch 12.2.1.0.0
       Component: oracle.rcu.doc 12.2.1.1.0
       Component: oracle.xdk.jrf.fmw 12.2.1.1.0
       Component: oracle.xdk.jrf 12.2.1.1.0
       Component: oracle.bali.ewt 12.2.1.1.0
     FeatureSet: wls_adminConsoleEnglish 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.admin.console.en 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jersey_client 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_adminConsoleMultiLang 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.admin.console.nonen 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_nativeLib 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_server 12.2.1.2.0
     FeatureSet: JavaDb 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.evaluation.database 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_ws_client 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_pubsub 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.http.pubsub.server 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_sca 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.weblogic.sca 12.2.1.2.0
     FeatureSet: jrf_wlsFmw 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wsm.agent.wls 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.infra.fmw.wls 12.2.1.2.0
     FeatureSet: em_fmc 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sysman.fmw.agent 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sysman.fmw.as 12.2.1.2.0
       Component: oracle.sysman.fmw.core 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_ws_client 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls4fmw 12.2.1.2.0
     FeatureSet: thirdParty_apacheMaven 3.3.9.0.0
       Component: oracle.thirdparty.maven 3.2.5.0.0
     FeatureSet: jrf_maven 12.2.1.2.0
       Component: oracle.jrf.maven.plugins.sync 12.2.1.1.0
     FeatureSet: adr_platforms 12.1.2.0.0
       Component: oracle.adr 12.1.2.0.0
     FeatureSet: emll_ccr 12.1.2.0.0
       Component: oracle.sysman.ccr 12.1.2.0.0
     FeatureSet: properties_loader 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.customqna.jdkqna 12.2.1.2.0
     FeatureSet: rda_core 12.2.1.2.0
       Component: oracle.rda 8.11.16.03.08
     FeatureSet: t2p 12.2.1.2.0
       Component: oracle.as.common.clone 12.2.1.2.0
     FeatureSet: wls_client 12.2.1.2.0
       Component: oracle.wls.clients 12.2.1.2.0









D.1.2 viewInventoryからCSVファイルへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、CSVファイルへの出力を示しています。


出力の生成に使用されるコマンドは、次のとおりです。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/viewInventory.sh -output_file /home/userhome/inventory.csv


次に、出力例を示します。


Oracle Home,/home/Oracle/products/Oracle_Home
Distribution,WebLogic Server for FMW,12.2.1.2.0
FeatureSet,db_xdkNoJaxp,12.2.1.2.0
Component,oracle.xdk.jrf.jaxp,12.2.1.1.0
FeatureSet,db_xdb,12.1.0.2.6
Component,oracle.rdbms.jrf,12.1.0.2.1
FeatureSet,glcm_common_logging,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.logging,1.6.0.0.0
FeatureSet,glcm_common,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.comdev,7.8.0.0.0
Component,oracle.glcm.dependency,1.8.0.0.0
Component,oracle.glcm.xmldh,3.4.0.0.0
Component,oracle.glcm.wizard,7.8.0.0.0
FeatureSet,jrf_dmsJse,12.2.1.2.0
Component,oracle.jse.dms,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_dmsCommon,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.dms.common,12.2.1.2.0
FeatureSet,oam_core,12.2.1.2.0
Component,oracle.oamclient.core,12.2.1.2.0
FeatureSet,oam_wlsCore,12.2.1.2.0
Component,oracle.oamclient.wls,12.2.1.2.0
FeatureSet,oracledb_xdk,12.2.1.2.0
Component,oracle.xdk.jrf,12.2.1.1.0
Component,oracle.xdk.jrf.fmw,12.2.1.1.0
Component,oracle.xdk.jrf.xmlparserv2,12.2.1.1.0
FeatureSet,wls_rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.rcu,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_coreServerComp,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.core.app.server,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_instOnly,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.inst.only,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sharedWithInst,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.inst,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_dmsFull,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.dms,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_presoTools_core,12.2.1.2.0
Component,oracle.help.ohj,12.2.1.2.0
Component,oracle.help.share,12.2.1.2.0
Component,oracle.bali.ice,12.2.1.2.0
Component,oracle.bali.jewt,12.2.1.2.0
Component,oracle.bali.share,12.2.1.1.0
FeatureSet,jrf_presoTools,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmw.common.wizard.resources,12.2.1.0.0
FeatureSet,wls_securityCore_sharedLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.security.core.sharedlib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_mtEEOnly_sharedLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.ee.only.sharedlib,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_tenancy_ee_only,12.2.1.2.0
FeatureSet,toplink_thirdparty,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.thirdparty.toplink,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_thirdparty_javaxjson,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.thirdparty.javax.json,12.2.1.2.0
FeatureSet,toplink,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.toplink,12.2.1.2.0
FeatureSet,mysql_jdbc,5.1.22.0.1
Component,oracle.mysqlconn,5.1.22.0.0
FeatureSet,dataDirect_jdbc,5.1.0.0.1
Component,oracle.datadirect,5.1.0.0.0
FeatureSet,wls_thirdPartyJdbc,12.2.1.2.0
FeatureSet,orapki,12.2.1.2.0
Component,oracle.osdt.core,12.2.1.2.0
Component,oracle.pki,12.2.1.2.0
Component,oracle.rsa.crypto,12.2.1.2.0
FeatureSet,glcm_encryption,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.encryption,2.7.0.0.0
FeatureSet,wls_sharedWithInst_sharedLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.inst.sharedlib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_mtCommon_sharedLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.common.sharedlib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_mtCommon,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.common,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_tenancy_wls_common,12.2.1.2.0
FeatureSet,oam_wlsFmw,12.2.1.2.0
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRITools,2.2.10.0.0
Component,oracle.jaxb.tools,2.2.10.0.0
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRIRuntime,2.2.10.0.0
Component,oracle.jaxb.impl,2.2.10.0.0
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRICore,2.2.10.0.0
Component,oracle.jaxb.core,2.2.10.0.0
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRI,2.2.10.0.0
FeatureSet,toplink_coherence,12.2.1.2.0
Component,oracle.toplink.coherence,12.2.1.2.0
FeatureSet,toplink_developer,12.2.1.2.0
Component,oracle.toplink.developer,12.2.1.2.0
Component,oracle.toplink.doc,12.2.1.2.0
Component,oracle.toplink.dbwslib,12.2.1.2.0
FeatureSet,xmlbeans,2.6.1.0.0
Component,com.bea.core.xml.xmlbeans,2.6.1.0.0
FeatureSet,wls_securityCore,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.security.core,12.2.1.2.0
FeatureSet,thirdParty_apacheAnt,1.9.2.1.0
Component,oracle.apache.ant.mod,1.9.2.1.0
FeatureSet,wls_commonServices,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.cam,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.common.cam.wlst,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.common.nodemanager,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.common.cam,12.2.1.2.0
FeatureSet,owaspComp,12.2.1.2.0
Component,oracle.owasp.jrf,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sharedWithOwasp_sharedLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.owasp.sharedlib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sharedWithOwasp,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.owasp,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_owaspLibrary,12.2.1.2.0
FeatureSet,cieStb_rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.ciestb,12.2.1.2.0
FeatureSet,db_nlsrtl,12.1.0.2.4
Component,oracle.nlsrtl.jrf,12.1.0.2.1
FeatureSet,db_jdbc,12.1.0.2.6
Component,oracle.javavm.jrf,12.1.0.2.1
Patch,ID: 19154304,UID: 19278518
Patch,ID: 19795066,UID: 19149348
Patch,ID: 19030178,UID: 19234068
Patch,ID: 18905788,UID: 18668039
Patch,ID: 19002423,UID: 18804275
Patch,ID: 19632480,UID: 19278519
FeatureSet,jrf_fcp,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.adfrt.javatools,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.adfrt.batik,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.adfrt.help,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_adfrt,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.adfrt,12.2.1.2.0
FeatureSet,thirdParty_jsch,0.1.53.0.0
Component,oracle.jcraft.jsch,0.1.53.0.0
FeatureSet,glcm_opatch_common_api,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.opatch.common.api,13.9.1.0.0
FeatureSet,nginst_core,13.9.1.0.0
Component,oracle.nginst.common,13.9.1.0.0
Component,oracle.nginst.core,13.9.1.0.0
Component,oracle.nginst.thirdparty,13.9.1.0.0
FeatureSet,coherence_discovery,12.2.1.2.0
Component,oracle.coherence.discovery,12.2.1.2.0
FeatureSet,coherence,12.2.1.2.0
Component,oracle.coherence,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_tenancy_common,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.tenancy,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_tenancy_se,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.tenancy.se,12.2.1.2.0
FeatureSet,opatch,13.9.1.0.0
Component,oracle.swd.opatch,13.9.1.0.0
FeatureSet,thirdParty_orgCodehausWoodstox,4.2.0.0.0
Component,org.codehaus.woodstox,4.2.0.0.0
FeatureSet,orawsdl,12.2.1.2.0
Component,oracle.webservices.orawsdl,12.2.1.2.0
FeatureSet,httpclient,12.2.1.2.0
Component,oracle.http_client,12.2.1.2.0
FeatureSet,ws_base,12.2.1.2.0
Component,oracle.webservices.base,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_ws,12.2.1.2.0
Component,oracle.webservices.wls,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_install_framework,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.install.ui.framework,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.install.common.prerequisite.files,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.install.common.help,12.2.1.1.0
FeatureSet,jrf_tenancy_ee,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.tenancy.ee,12.2.1.2.0
FeatureSet,jse_webservices,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.common,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_webservices,12.2.1.2.0
Component,oracle.webservices.jaxrs.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.webservices.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.agent.fmw,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_install_jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.install.wls,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.install.jrf.prerequisite,12.2.1.2.0
FeatureSet,apache_commonsCli,1.2.0.0.1
Component,oracle.apache.commons.cli,1.2.0.0.1
FeatureSet,apache_commonsCompress,1.4.0.0.1
Component,oracle.apache.commons.compress,1.4.0.0.1
FeatureSet,glcm_oplan_core,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.osys.core,13.9.0.0.0
Component,oracle.glcm.oplan.core,13.9.1.0.0
FeatureSet,wls_sharedClientComps,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.libraries,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_portable_sharedWithCoh,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.shared.with.coh.standalone,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_portable,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.wlsportable.mod,12.2.1.2.0
FeatureSet,thirdParty_bouncyCastle,12.2.1.2.0
Component,oracle.org.bouncycastle,12.2.1.2.0
FeatureSet,cieCfg_common,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.common.shared,12.2.1.2.0
FeatureSet,cieCfg_config_common,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.common.config.shared,12.2.1.2.0
FeatureSet,cieCfg_wls_shared,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmw.upgrade.fmwconfig,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.wls.shared,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.common.wls.shared,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.common.wls.help,12.2.1.1.0
FeatureSet,cieCfg_wls,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.common.wls,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwconfig.wls,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sharedLibrariesWithoutPOM,12.2.1.2.0
FeatureSet,fasterxml_Jackson,2.4.3.0.0
Component,oracle.fasterxml.jackson,2.4.3.0.0
FeatureSet,fmw_platformEnvSpec,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwplatform.envspec,12.2.1.2.0
FeatureSet,glcm_opatchauto_core,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.opatchauto.core,13.9.1.0.0
FeatureSet,thirdParty_apacheCommonsLang,2.6.0.0.2
Component,oracle.apache.commons.lang.mod,2.6.0.0.2
FeatureSet,thirdParty_apacheCommonsCollections,3.2.0.0.2
Component,oracle.apache.commons.collections.mod,3.2.0.0.2
FeatureSet,thirdParty_oracleJersey,1.18.0.0.0
Component,oracle.jersey,12.1.3.0.0
FeatureSet,jrf_core,12.2.1.2.0
Component,oracle.legacy_oc4j_xml_schemas,12.2.1.2.0
Component,oracle.jsp,12.2.1.2.0
Component,oracle.jmx,12.2.1.2.0
Component,oracle.classloader,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.toplink,12.2.1.2.0
Component,oracle.opss.core,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.iau,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.thirdparty.jee,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.infra.common,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.j2ee,12.2.1.2.0
Component,oracle.nlsgdk,12.2.1.1.0
Component,oracle.nlspdk,12.2.1.1.0
Component,oracle.xdk.jrf.xmlparserv2,12.2.1.1.0
FeatureSet,db_ras,12.2.1.2.0
Component,oracle.rdbms.ras,12.1.0.2.0
FeatureSet,fmw_platformCommon,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwplatform.common,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_platformOcp,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwplatform.ocp,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_platformProvisioningApi,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmwplatform.fmwprov,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_wlsCore,12.2.1.2.0
Component,oracle.opss.wls,12.2.1.2.0
FeatureSet,glcm_schemaVersionRegistry,12.2.1.2.0
Component,oracle.glcm.schema.version.registry,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_Upgrade,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmw.upgrade.help,12.2.1.1.0
Component,oracle.fmw.upgrade,12.2.1.2.0
FeatureSet,fmw_platformGeneric,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sharedLibraries,12.2.1.2.0
FeatureSet,glcm_opatchauto_fmw,13.9.1.0.0
Component,oracle.glcm.opatchauto.fmw,13.9.1.0.0
FeatureSet,rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.evaluation.database,12.2.1.2.0
Component,oracle.common.rcu.config,12.2.1.2.0
Component,oracle.sysman.rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.doc,12.2.1.1.0
FeatureSet,ons,12.2.1.2.0
Component,oracle.ons.generic,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_tier1nativeLib,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_devServer,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.workshop.code.completion.support,12.2.1.2.0
FeatureSet,mds_rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.mds,12.2.1.2.0
FeatureSet,ucsmessaging_rcu,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.ucs.messaging,12.2.1.1.0
FeatureSet,thirdParty_Jython,2.2.0.0.0
Component,oracle.jython,12.1.3.0.0
FeatureSet,thirdParty_Groovy,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.adfrt.groovy,12.2.1.2.0
FeatureSet,owsm_fmcPlugin,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.console.core,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_commonFmw,12.2.1.2.0
Component,oracle.bali.cabo,12.2.1.2.0
Component,oracle.webcenter.wccore,12.2.1.2.0
Component,oracle.fmw.upgrade,12.2.1.2.0
Component,oracle.help.ohw.uix,12.2.1.2.0
Component,oracle.help.ohw.share,12.2.1.2.0
Component,oracle.help.ohw.rcf,12.2.1.2.0
Component,oracle.sdp.messaging,12.2.1.1.0
Component,oracle.as.common.clone,12.2.1.2.0
Component,oracle.ldap.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.sslconfig.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.osdt.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.opss.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.pmlib,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.opss,12.2.1.2.0
Component,oracle.rcu.iau,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.applcore,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.infra.fmw.common,12.2.1.2.0
Component,oracle.pwdgen.jrf,12.2.1.2.0
Component,oracle.jakarta,12.2.1.0.0
Component,oracle.jgroups,12.2.1.0.0
Component,oracle.jsch,12.2.1.0.0
Component,oracle.rcu.doc,12.2.1.1.0
Component,oracle.xdk.jrf.fmw,12.2.1.1.0
Component,oracle.xdk.jrf,12.2.1.1.0
Component,oracle.bali.ewt,12.2.1.1.0
FeatureSet,wls_adminConsoleEnglish,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.admin.console.en,12.2.1.2.0
FeatureSet,jersey_client,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_adminConsoleMultiLang,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.admin.console.nonen,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_nativeLib,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_server,12.2.1.2.0
FeatureSet,JavaDb,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.evaluation.database,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_ws_client,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_pubsub,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.http.pubsub.server,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_sca,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.weblogic.sca,12.2.1.2.0
FeatureSet,jrf_wlsFmw,12.2.1.2.0
Component,oracle.wsm.agent.wls,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.infra.fmw.wls,12.2.1.2.0
FeatureSet,em_fmc,12.2.1.2.0
Component,oracle.sysman.fmw.agent,12.2.1.2.0
Component,oracle.sysman.fmw.as,12.2.1.2.0
Component,oracle.sysman.fmw.core,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_ws_client,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls4fmw,12.2.1.2.0
FeatureSet,thirdParty_apacheMaven,3.3.9.0.0
Component,oracle.thirdparty.maven,3.2.5.0.0
FeatureSet,jrf_maven,12.2.1.2.0
Component,oracle.jrf.maven.plugins.sync,12.2.1.1.0
FeatureSet,adr_platforms,12.1.2.0.0
Component,oracle.adr,12.1.2.0.0
FeatureSet,emll_ccr,12.1.2.0.0
Component,oracle.sysman.ccr,12.1.2.0.0
FeatureSet,properties_loader,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.customqna.jdkqna,12.2.1.2.0
FeatureSet,rda_core,12.2.1.2.0
Component,oracle.rda,8.11.16.03.08
FeatureSet,t2p,12.2.1.2.0
Component,oracle.as.common.clone,12.2.1.2.0
FeatureSet,wls_client,12.2.1.2.0
Component,oracle.wls.clients,12.2.1.2.0









D.1.3 viewInventoryからXMLファイルへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームのviewInventoryスクリプトから、XMLファイルへの出力を示しています。


出力の生成に使用されるコマンドは、次のとおりです。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/viewInventory.sh -output_file /home/userhome/inventory.xml


次に、出力例を示します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<oracle-home dir="/home/Oracle/products/Oracle_Home" xmlns="http://xmlns.oracle.com/cie/gdr/inv">
  <distributions>
    <distribution name="WebLogic Server for FMW" version="12.2.1.2.0">
      <feature-sets>
        <feature-set name="jrf_dmsJse" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jse.dms" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_dmsCommon" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.dms.common" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_presoTools" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.help.ohj" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.help.share" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.bali.ice" version="6.1.3.2.0"/>
            <component name="oracle.bali.jewt" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.bali.share" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.fmw.common.wizard.resources" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="oam_core" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.oamclient.core" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="oam_wlsCore" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.oamclient.wls" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="nginst_core" version="13.1.0.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.nginst.core" version="13.1.0.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="opatch" version="13.9.1.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.swd.opatch" version="13.9.1.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="toplink" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.toplink" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="toplink_coherence" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.toplink.coherence" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="toplink_developer" version="12.2.1.0.00">
          <components>
            <component name="oracle.toplink.developer" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_apacheAnt" version="1.7.1.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.apache.ant.mod" version="1.7.1.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_commonServices" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.common.cam" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.common.nodemanager" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.common.cam.wlst" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.shared.with.cam" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="coherence" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.coherence" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_dmsFull" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.dms" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="oam_wlsFmw" version="12.2.1.2.0"/>
        <feature-set name="orapki" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.osdt.core" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.pki" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rsa.crypto" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="cieCfg_common" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.fmwconfig.common.shared" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="fmw_install_framework" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.as.install.ui.framework" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.as.install.common.help" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRITools" version="2.2.7.0.0"/>
        <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRIRuntime" version="2.2.7.0.0"/>
        <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRICore" version="2.2.7.0.0"/>
        <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRI" version="2.2.7.0.0"/>
        <feature-set name="fmw_install_wls" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.as.install.wls" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.as.install.wls.prerequisite" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="cieCfg_wls_shared" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.shared" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.fmwconfig.wls.shared" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.help" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="cieCfg_wls" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.fmwconfig.wls" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.fmwconfig.common.wls" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_orgCodehausWoodstox" version="4.1.2.0.0">
          <components>
            <component name="org.codehaus.woodstox" version="4.1.2.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="orawsdl" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.webservices.orawsdl" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="ws_base" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.webservices.base" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="oracledb_xdk" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.xdk.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.fmw" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.xmlparserv2" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsLang" version="2.6.0.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.apache.commons.lang.mod" version="2.6.0.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsCollections" version="3.2.0.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.apache.commons.collections.mod" version="3.2.0.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_portableSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.wlsportable.server.shared.with.core.engine.mod" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_portable" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.wlsportable.mod" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_oracleJersey" version="1.17.0.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.jersey" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_fasterxmlJackson" version="1.9.2.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.jackson" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_core" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.j2ee" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.infra.common" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.thirdparty.jee" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.iau" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.opss.core" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.thirdparty.toplink" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.toplink" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.rdbms.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.nlsgdk" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.nlspdk" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_wlsCore" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.opss.wls" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="httpclient" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.http_client" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="owsm_fmcPlugin" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wsm.console.core" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_core_app_server_css_mod" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.core.app.server" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.css.mod" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_commonFmw" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.infra.fmw.common" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.applcore" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.datadirect" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webservices.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.iau" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.opss" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wsm.agent.fmw" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wsm.common" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wsm.pmlib" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wsm.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.opss.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.osdt.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.sslconfig.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.owasp.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.pwdgen.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.ldap.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jakarta" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jgroups" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jsch" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jython" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.as.common.clone" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.common.rcu.config" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.ucs.messaging" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.sdp.messaging" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.doc" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.help.ohw.rcf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.help.ohw.share" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.help.ohw.uix" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.fmw.upgrade" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.nlsgdk" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.nlspdk" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.pageeditor" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.portlet.consumer" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.portlet.server" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.rest" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.skin" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.webcenter.wccore" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.rdbms.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.jrf.adfrt" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.bali.cabo" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.mds" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.xmlparserv2" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.fmw" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.bali.ewt" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_devServer" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.core.app.server.mod" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.workshop.code.completion.support" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.css.wls" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.mysqlconn" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0"/>
            <component name="oracle.ons" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wls.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_adminConsoleEnglish" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.admin.console.en" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_server" version="12.2.1.2.0"/>
        <feature-set name="JavaDb" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.evaluation.database" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_adminConsoleMultiLang" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.admin.console.nonen" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_sca" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.weblogic.sca" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_thirdPartyJdbc" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.datadirect" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="jrf_wlsFmw" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.jrf.infra.fmw.wls" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.wsm.agent.wls" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_pubsubSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.http.pubsub.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_pubsub" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.http.pubsub.server" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="em_fmc" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.sysman.fmw.agent" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.sysman.fmw.as" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.sysman.fmw.core" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.sysman.rcu" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="owlcs" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.ucs.callcontrol" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.rcu.ucs.callcontrol" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.thirdparty.jtapi" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls4fmw" version="12.2.1.2.0"/>
        <feature-set name="adr_platforms" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.adr" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="emll_ccr" version="10.3.7.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.sysman.ccr" version="10.3.8.1.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="properties_loader" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.as.customqna.jdkqna" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="rda_core" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.rda" version="4.30.0.0.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="t2p" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.as.common.clone" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="thirdParty_apacheMaven" version="3.0.4.0.0">
          <components>
            <component name="oracle.thirdparty.maven" version="3.0.4.0.0"/>
            <component name="oracle.jrf.maven.plugins.sync" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.maven.plugins.gar" version="12.2.1.2.0"/>
            <component name="oracle.jrf.maven.archetypes.gar" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
        <feature-set name="wls_client" version="12.2.1.2.0">
          <components>
            <component name="oracle.wls.clients" version="12.2.1.2.0"/>
          </components>
        </feature-set>
      </feature-sets>
    </distribution>
  </distributions>
</oracle-home>











D.2 compareInventoryの出力例


compareInventoryスクリプトの出力を端末ウィンドウ、CSVファイルまたはXMLファイルに送信するように選択できます。

次の項では、compareInventoryスクリプトの出力例を示します。




	compareInventoryから端末ウィンドウへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、端末ウィンドウへの出力を示しています。
	compareInventoryからCSVファイルへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、CSVファイルへの出力を示しています。
	compareInventoryからXMLファイルへの出力例

この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、XMLファイルへの出力を示しています。






D.2.1 compareInventoryから端末ウィンドウへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、端末ウィンドウへの出力を示しています。


	
行の最後の項目がoh1の場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home1オプションに指定されているOracleホームに存在します。


	
行の最後の項目がoh2の場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home2オプションに指定されているOracleホームに存在します。




出力の生成に使用されるコマンドは、次の1行目に示されます。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/oui/bin/compareInventory.sh -oracle_home1 /home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home 
-oracle_home2 /home/Oracle/products/Oracle_Home
 Oracle Home1: /home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home
 Oracle Home2: /home/Oracle/products/Oracle_Home
  Distribution: WebLogic Server 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: db_xdkNoJaxp 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.xdk.jrf.jaxp 12.2.1.1.0,oh1
     FeatureSet: db_xdb 12.1.0.2.6,oh1
       Component: oracle.rdbms.jrf 12.1.0.2.1,oh1
     FeatureSet: glcm_common_logging 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.logging 1.6.0.0.0,oh1
     FeatureSet: glcm_common 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.comdev 7.8.0.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.dependency 1.8.0.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.xmldh 3.4.0.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.wizard 7.8.0.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_rcu 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.rcu 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_coreServerComp 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.core.app.server 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_instOnly 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.inst.only 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedWithInst 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.inst 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: jrf_dmsJse 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.jse.dms 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: jrf_presoTools_core 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.help.ohj 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.help.share 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.bali.ice 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.bali.jewt 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.bali.share 12.2.1.1.0,oh1
     FeatureSet: jrf_presoTools 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmw.common.wizard.resources 12.2.1.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_securityCore_sharedLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.security.core.sharedlib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_mtEEOnly_sharedLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.ee.only.sharedlib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: jrf_tenancy_ee_only 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: toplink_thirdparty 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.jrf.thirdparty.toplink 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_thirdparty_javaxjson 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.thirdparty.javax.json 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: toplink 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.jrf.toplink 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: mysql_jdbc 5.1.22.0.1,oh1
       Component: oracle.mysqlconn 5.1.22.0.0,oh1
     FeatureSet: dataDirect_jdbc 5.1.0.0.1,oh1
       Component: oracle.datadirect 5.1.0.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_thirdPartyJdbc 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: orapki 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.osdt.core 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.pki 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.rsa.crypto 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: glcm_encryption 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.encryption 2.7.0.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedWithInst_sharedLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.inst.sharedlib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_mtCommon_sharedLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common.sharedlib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_mtCommon 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: jrf_tenancy_wls_common 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRITools 2.2.10.0.0,oh1
       Component: oracle.jaxb.tools 2.2.10.0.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRIRuntime 2.2.10.0.0,oh1
       Component: oracle.jaxb.impl 2.2.10.0.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRICore 2.2.10.0.0,oh1
       Component: oracle.jaxb.core 2.2.10.0.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRI 2.2.10.0.0,oh1
     FeatureSet: toplink_coherence 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.toplink.coherence 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: xmlbeans 2.6.1.0.0,oh1
       Component: com.bea.core.xml.xmlbeans 2.6.1.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_securityCore 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.security.core 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_apacheAnt 1.9.2.1.0,oh1
       Component: oracle.apache.ant.mod 1.9.2.1.0,oh1
     FeatureSet: wls_commonServices 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.cam 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.common.cam.wlst 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.common.nodemanager 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.common.cam 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: owaspComp 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.owasp.jrf 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp_sharedLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp.sharedlib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_owaspLibrary 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: cieStb_rcu 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.rcu.ciestb 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: db_nlsrtl 12.1.0.2.4,oh1
       Component: oracle.nlsrtl.jrf 12.1.0.2.1,oh1
     FeatureSet: db_jdbc 12.1.0.2.6,oh1
       Component: oracle.javavm.jrf 12.1.0.2.1,oh1
         Patch:  ID:19154304 UID:19278518,oh1
         Patch:  ID:19795066 UID:19149348,oh1
         Patch:  ID:19030178 UID:19234068,oh1
         Patch:  ID:18905788 UID:18668039,oh1
         Patch:  ID:19002423 UID:18804275,oh1
         Patch:  ID:19632480 UID:19278519,oh1
     FeatureSet: thirdParty_jsch 0.1.53.0.0,oh1
       Component: oracle.jcraft.jsch 0.1.53.0.0,oh1
     FeatureSet: glcm_opatch_common_api 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.opatch.common.api 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: nginst_core 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.nginst.common 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.nginst.core 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.nginst.thirdparty 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: coherence_discovery 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.coherence.discovery 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: coherence 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.coherence 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: opatch 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.swd.opatch 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_orgCodehausWoodstox 4.2.0.0.0,oh1
       Component: org.codehaus.woodstox 4.2.0.0.0,oh1
     FeatureSet: orawsdl 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.webservices.orawsdl 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: httpclient 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.http_client 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: ws_base 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.webservices.base 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_ws 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.webservices.wls 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: fmw_install_framework 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.install.ui.framework 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.install.common.prerequisite.files 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.install.common.help 12.2.1.1.0,oh1
     FeatureSet: fmw_install_wls 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.install.wls.prerequisite 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.install.wls 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: apache_commonsCli 1.2.0.0.1,oh1
       Component: oracle.apache.commons.cli 1.2.0.0.1,oh1
     FeatureSet: apache_commonsCompress 1.4.0.0.1,oh1
       Component: oracle.apache.commons.compress 1.4.0.0.1,oh1
     FeatureSet: glcm_oplan_core 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.osys.core 13.9.0.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.oplan.core 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedClientComps 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.libraries 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_portable_sharedWithCoh 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.shared.with.coh.standalone 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_portable 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.wlsportable.mod 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_bouncyCastle 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.org.bouncycastle 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: cieCfg_common 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.common.shared 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: cieCfg_config_common 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.common.config.shared 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: cieCfg_wls_shared 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmw.upgrade.fmwconfig 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.wls.shared 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.shared 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.help 12.2.1.1.0,oh1
     FeatureSet: cieCfg_wls 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwconfig.wls 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedLibrariesWithoutPOM 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: fasterxml_Jackson 2.4.3.0.0,oh1
       Component: oracle.fasterxml.jackson 2.4.3.0.0,oh1
     FeatureSet: fmw_platformEnvSpec 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwplatform.envspec 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: glcm_opatchauto_core 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.opatchauto.core 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: fmw_platformCommon 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwplatform.common 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: fmw_platformOcp 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwplatform.ocp 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: fmw_platformProvisioningApi 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.fmwplatform.fmwprov 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: fmw_platformGeneric 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sharedLibraries 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: glcm_opatchauto_fmw 13.9.1.0.0,oh1
       Component: oracle.glcm.opatchauto.fmw 13.9.1.0.0,oh1
     FeatureSet: ons 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.ons.generic 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_tier1nativeLib 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsLang 2.6.0.0.2,oh1
       Component: oracle.apache.commons.lang.mod 2.6.0.0.2,oh1
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsCollections 3.2.0.0.2,oh1
       Component: oracle.apache.commons.collections.mod 3.2.0.0.2,oh1
     FeatureSet: wls_devServer 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.workshop.code.completion.support 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_adminConsoleEnglish 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.admin.console.en 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_adminConsoleMultiLang 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.admin.console.nonen 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_nativeLib 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_server 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: JavaDb 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.evaluation.database 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_pubsub 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.http.pubsub.server 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_sca 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.weblogic.sca 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: thirdParty_apacheMaven 3.3.9.0.0,oh1
       Component: oracle.thirdparty.maven 3.2.5.0.0,oh1
     FeatureSet: jrf_maven 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.jrf.maven.plugins.sync 12.2.1.1.0,oh1
     FeatureSet: adr_platforms 12.1.2.0.0,oh1
       Component: oracle.adr 12.1.2.0.0,oh1
     FeatureSet: emll_ccr 12.1.2.0.0,oh1
       Component: oracle.sysman.ccr 12.1.2.0.0,oh1
     FeatureSet: properties_loader 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.customqna.jdkqna 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: rda_core 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.rda 8.11.16.03.08,oh1
     FeatureSet: t2p 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.as.common.clone 12.2.1.2.0,oh1
     FeatureSet: wls_client 12.2.1.2.0,oh1
       Component: oracle.wls.clients 12.2.1.2.0,oh1
   Distribution: WebLogic Server for FMW 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: db_xdkNoJaxp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf.jaxp 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: db_xdb 12.1.0.2.6,oh2
       Component: oracle.rdbms.jrf 12.1.0.2.1,oh2
     FeatureSet: glcm_common_logging 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.logging 1.6.0.0.0,oh2
     FeatureSet: glcm_common 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.comdev 7.8.0.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.dependency 1.8.0.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.xmldh 3.4.0.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.wizard 7.8.0.0.0,oh2
     FeatureSet: jrf_dmsJse 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jse.dms 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_dmsCommon 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.dms.common 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: oam_core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.oamclient.core 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: oam_wlsCore 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.oamclient.wls 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: oracledb_xdk 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf.fmw 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf.xmlparserv2 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: wls_rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.rcu 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_coreServerComp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.core.app.server 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_instOnly 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.inst.only 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedWithInst 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.inst 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_dmsFull 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.dms 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_presoTools_core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.help.ohj 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.help.share 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.bali.ice 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.bali.jewt 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.bali.share 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: jrf_presoTools 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmw.common.wizard.resources 12.2.1.0.0,oh2
     FeatureSet: wls_securityCore_sharedLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.security.core.sharedlib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_mtEEOnly_sharedLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.ee.only.sharedlib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_tenancy_ee_only 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: toplink_thirdparty 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.thirdparty.toplink 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_thirdparty_javaxjson 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.thirdparty.javax.json 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: toplink 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.toplink 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: mysql_jdbc 5.1.22.0.1,oh2
       Component: oracle.mysqlconn 5.1.22.0.0,oh2
     FeatureSet: dataDirect_jdbc 5.1.0.0.1,oh2
       Component: oracle.datadirect 5.1.0.0.0,oh2
     FeatureSet: wls_thirdPartyJdbc 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: orapki 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.osdt.core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.pki 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rsa.crypto 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: glcm_encryption 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.encryption 2.7.0.0.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedWithInst_sharedLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.inst.sharedlib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_mtCommon_sharedLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common.sharedlib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_mtCommon 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.jrf.tenancy.common 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_tenancy_wls_common 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: oam_wlsFmw 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRITools 2.2.10.0.0,oh2
       Component: oracle.jaxb.tools 2.2.10.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRIRuntime 2.2.10.0.0,oh2
       Component: oracle.jaxb.impl 2.2.10.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRICore 2.2.10.0.0,oh2
       Component: oracle.jaxb.core 2.2.10.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJaxbRI 2.2.10.0.0,oh2
     FeatureSet: toplink_coherence 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.toplink.coherence 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: toplink_developer 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.toplink.developer 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.toplink.doc 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.toplink.dbwslib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: xmlbeans 2.6.1.0.0,oh2
       Component: com.bea.core.xml.xmlbeans 2.6.1.0.0,oh2
     FeatureSet: wls_securityCore 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.security.core 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_apacheAnt 1.9.2.1.0,oh2
       Component: oracle.apache.ant.mod 1.9.2.1.0,oh2
     FeatureSet: wls_commonServices 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.cam 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.common.cam.wlst 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.common.nodemanager 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.common.cam 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: owaspComp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.owasp.jrf 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp_sharedLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp.sharedlib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedWithOwasp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.owasp 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_owaspLibrary 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: cieStb_rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.ciestb 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: db_nlsrtl 12.1.0.2.4,oh2
       Component: oracle.nlsrtl.jrf 12.1.0.2.1,oh2
     FeatureSet: db_jdbc 12.1.0.2.6,oh2
       Component: oracle.javavm.jrf 12.1.0.2.1,oh2
         Patch:  ID:19154304 UID:19278518,oh2
         Patch:  ID:19795066 UID:19149348,oh2
         Patch:  ID:19030178 UID:19234068,oh2
         Patch:  ID:18905788 UID:18668039,oh2
         Patch:  ID:19002423 UID:18804275,oh2
         Patch:  ID:19632480 UID:19278519,oh2
     FeatureSet: jrf_fcp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.adfrt.javatools 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.adfrt.batik 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.adfrt.help 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_adfrt 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.adfrt 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_jsch 0.1.53.0.0,oh2
       Component: oracle.jcraft.jsch 0.1.53.0.0,oh2
     FeatureSet: glcm_opatch_common_api 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.opatch.common.api 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: nginst_core 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.nginst.common 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.nginst.core 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.nginst.thirdparty 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: coherence_discovery 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.coherence.discovery 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: coherence 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.coherence 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_tenancy_common 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.tenancy 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_tenancy_se 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.tenancy.se 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: opatch 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.swd.opatch 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_orgCodehausWoodstox 4.2.0.0.0,oh2
       Component: org.codehaus.woodstox 4.2.0.0.0,oh2
     FeatureSet: orawsdl 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webservices.orawsdl 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: httpclient 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.http_client 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: ws_base 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webservices.base 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_ws 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webservices.wls 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_install_framework 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.install.ui.framework 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.install.common.prerequisite.files 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.install.common.help 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: jrf_tenancy_ee 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.tenancy.ee 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jse_webservices 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.common 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_webservices 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webservices.jaxrs.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webservices.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.agent.fmw 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_install_jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.install.wls 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.install.jrf.prerequisite 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: apache_commonsCli 1.2.0.0.1,oh2
       Component: oracle.apache.commons.cli 1.2.0.0.1,oh2
     FeatureSet: apache_commonsCompress 1.4.0.0.1,oh2
       Component: oracle.apache.commons.compress 1.4.0.0.1,oh2
     FeatureSet: glcm_oplan_core 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.osys.core 13.9.0.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.oplan.core 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedClientComps 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.libraries 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_portable_sharedWithCoh 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.shared.with.coh.standalone 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_portable 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.wlsportable.mod 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_bouncyCastle 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.org.bouncycastle 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: cieCfg_common 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.common.shared 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: cieCfg_config_common 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.common.config.shared 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: cieCfg_wls_shared 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmw.upgrade.fmwconfig 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.wls.shared 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.shared 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls.help 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: cieCfg_wls 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.common.wls 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwconfig.wls 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedLibrariesWithoutPOM 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fasterxml_Jackson 2.4.3.0.0,oh2
       Component: oracle.fasterxml.jackson 2.4.3.0.0,oh2
     FeatureSet: fmw_platformEnvSpec 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwplatform.envspec 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: glcm_opatchauto_core 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.opatchauto.core 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsLang 2.6.0.0.2,oh2
       Component: oracle.apache.commons.lang.mod 2.6.0.0.2,oh2
     FeatureSet: thirdParty_apacheCommonsCollections 3.2.0.0.2,oh2
       Component: oracle.apache.commons.collections.mod 3.2.0.0.2,oh2
     FeatureSet: thirdParty_oracleJersey 1.18.0.0.0,oh2
       Component: oracle.jersey 12.1.3.0.0,oh2
     FeatureSet: jrf_core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.legacy_oc4j_xml_schemas 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jsp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jmx 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.classloader 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.toplink 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.opss.core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.iau 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.thirdparty.jee 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.infra.common 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.j2ee 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.nlsgdk 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.nlspdk 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf.xmlparserv2 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: db_ras 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rdbms.ras 12.1.0.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_platformCommon 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwplatform.common 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_platformOcp 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwplatform.ocp 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_platformProvisioningApi 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmwplatform.fmwprov 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_wlsCore 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.opss.wls 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: glcm_schemaVersionRegistry 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.glcm.schema.version.registry 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_Upgrade 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmw.upgrade.help 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.fmw.upgrade 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: fmw_platformGeneric 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sharedLibraries 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: glcm_opatchauto_fmw 13.9.1.0.0,oh2
       Component: oracle.glcm.opatchauto.fmw 13.9.1.0.0,oh2
     FeatureSet: rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.evaluation.database 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.common.rcu.config 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sysman.rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.doc 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: ons 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.ons.generic 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_tier1nativeLib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_devServer 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.workshop.code.completion.support 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: mds_rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.mds 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: ucsmessaging_rcu 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.ucs.messaging 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_Jython 2.2.0.0.0,oh2
       Component: oracle.jython 12.1.3.0.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_Groovy 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.adfrt.groovy 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: owsm_fmcPlugin 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.console.core 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_commonFmw 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.bali.cabo 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.webcenter.wccore 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.fmw.upgrade 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.help.ohw.uix 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.help.ohw.share 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.help.ohw.rcf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sdp.messaging 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.as.common.clone 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.ldap.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sslconfig.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.osdt.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.opss.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.pmlib 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.opss 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rcu.iau 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.applcore 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.infra.fmw.common 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.pwdgen.jrf 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jakarta 12.2.1.0.0,oh2
       Component: oracle.jgroups 12.2.1.0.0,oh2
       Component: oracle.jsch 12.2.1.0.0,oh2
       Component: oracle.rcu.doc 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf.fmw 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.xdk.jrf 12.2.1.1.0,oh2
       Component: oracle.bali.ewt 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: wls_adminConsoleEnglish 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.admin.console.en 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jersey_client 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_adminConsoleMultiLang 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.admin.console.nonen 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_nativeLib 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_server 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: JavaDb 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.evaluation.database 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_ws_client 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_pubsub 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.http.pubsub.server 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_sca 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.weblogic.sca 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: jrf_wlsFmw 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wsm.agent.wls 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.infra.fmw.wls 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: em_fmc 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sysman.fmw.agent 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sysman.fmw.as 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.sysman.fmw.core 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_ws_client 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls4fmw 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: thirdParty_apacheMaven 3.3.9.0.0,oh2
       Component: oracle.thirdparty.maven 3.2.5.0.0,oh2
     FeatureSet: jrf_maven 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.jrf.maven.plugins.sync 12.2.1.1.0,oh2
     FeatureSet: adr_platforms 12.1.2.0.0,oh2
       Component: oracle.adr 12.1.2.0.0,oh2
     FeatureSet: emll_ccr 12.1.2.0.0,oh2
       Component: oracle.sysman.ccr 12.1.2.0.0,oh2
     FeatureSet: properties_loader 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.customqna.jdkqna 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: rda_core 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.rda 8.11.16.03.08,oh2
     FeatureSet: t2p 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.as.common.clone 12.2.1.2.0,oh2
     FeatureSet: wls_client 12.2.1.2.0,oh2
       Component: oracle.wls.clients 12.2.1.2.0,oh2

The inventory compare finished execution succesfully.       









D.2.2 compareInventoryからCSVファイルへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、CSVファイルへの出力を示しています。


	
行の最後の項目がoh1の場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home1オプションに指定されているOracleホームに存在します。


	
行の最後の項目がoh2の場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home2オプションに指定されているOracleホームに存在します。




出力の生成に使用されるコマンドは、次のとおりです。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/oui/bin/compareInventory.sh -oracle_home1 /home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home 
-oracle_home2 /home/Oracle/products/Oracle_Home 
-output_file /home/userhome/compareinventory.csv


次に、出力例を示します。


Oracle Home1,/home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home
Oracle Home2,/home/Oracle/products/Oracle_Home
Distribution,WebLogic Server,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,db_xdkNoJaxp,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.xdk.jrf.jaxp,12.2.1.1.0,oh1
FeatureSet,db_xdb,12.1.0.2.6,oh1
Component,oracle.rdbms.jrf,12.1.0.2.1,oh1
FeatureSet,glcm_common_logging,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.logging,1.6.0.0.0,oh1
FeatureSet,glcm_common,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.comdev,7.8.0.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.dependency,1.8.0.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.xmldh,3.4.0.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.wizard,7.8.0.0.0,oh1
FeatureSet,wls_rcu,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.rcu,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_coreServerComp,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.core.app.server,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_instOnly,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.inst.only,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_sharedWithInst,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.shared.with.inst,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,jrf_dmsJse,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.jse.dms,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,jrf_presoTools_core,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.help.ohj,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.help.share,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.bali.ice,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.bali.jewt,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.bali.share,12.2.1.1.0,oh1
FeatureSet,jrf_presoTools,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.fmw.common.wizard.resources,12.2.1.0.0,oh1
FeatureSet,wls_securityCore_sharedLib,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.security.core.sharedlib,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_mtEEOnly_sharedLib,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.ee.only.sharedlib,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,jrf_tenancy_ee_only,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,toplink_thirdparty,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.jrf.thirdparty.toplink,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_thirdparty_javaxjson,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.thirdparty.javax.json,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,toplink,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.jrf.toplink,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,mysql_jdbc,5.1.22.0.1,oh1
Component,oracle.mysqlconn,5.1.22.0.0,oh1
FeatureSet,dataDirect_jdbc,5.1.0.0.1,oh1
Component,oracle.datadirect,5.1.0.0.0,oh1
FeatureSet,wls_thirdPartyJdbc,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,orapki,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.osdt.core,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.pki,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.rsa.crypto,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,glcm_encryption,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.encryption,2.7.0.0.0,oh1
FeatureSet,wls_sharedWithInst_sharedLib,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.shared.with.inst.sharedlib,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_mtCommon_sharedLib,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.common.sharedlib,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_mtCommon,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.jrf.tenancy.common,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,jrf_tenancy_wls_common,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRITools,2.2.10.0.0,oh1
Component,oracle.jaxb.tools,2.2.10.0.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRIRuntime,2.2.10.0.0,oh1
Component,oracle.jaxb.impl,2.2.10.0.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRICore,2.2.10.0.0,oh1
Component,oracle.jaxb.core,2.2.10.0.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_oracleJaxbRI,2.2.10.0.0,oh1
FeatureSet,toplink_coherence,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.toplink.coherence,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,xmlbeans,2.6.1.0.0,oh1
Component,com.bea.core.xml.xmlbeans,2.6.1.0.0,oh1
FeatureSet,wls_securityCore,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.security.core,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_apacheAnt,1.9.2.1.0,oh1
Component,oracle.apache.ant.mod,1.9.2.1.0,oh1
FeatureSet,wls_commonServices,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.shared.with.cam,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.common.cam.wlst,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.common.nodemanager,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.common.cam,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,owaspComp,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.owasp.jrf,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_sharedWithOwasp_sharedLib,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.shared.with.owasp.sharedlib,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_sharedWithOwasp,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.wls.shared.with.owasp,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_owaspLibrary,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,cieStb_rcu,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.rcu.ciestb,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,db_nlsrtl,12.1.0.2.4,oh1
Component,oracle.nlsrtl.jrf,12.1.0.2.1,oh1
FeatureSet,db_jdbc,12.1.0.2.6,oh1
Component,oracle.javavm.jrf,12.1.0.2.1,oh1
Patch,ID: 19154304,UID: 19278518,oh1
Patch,ID: 19795066,UID: 19149348,oh1
Patch,ID: 19030178,UID: 19234068,oh1
Patch,ID: 18905788,UID: 18668039,oh1
Patch,ID: 19002423,UID: 18804275,oh1
Patch,ID: 19632480,UID: 19278519,oh1
FeatureSet,thirdParty_jsch,0.1.53.0.0,oh1
Component,oracle.jcraft.jsch,0.1.53.0.0,oh1
FeatureSet,glcm_opatch_common_api,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.glcm.opatch.common.api,13.9.1.0.0,oh1
FeatureSet,nginst_core,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.nginst.common,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.nginst.core,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.nginst.thirdparty,13.9.1.0.0,oh1
FeatureSet,coherence_discovery,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.coherence.discovery,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,coherence,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.coherence,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,opatch,13.9.1.0.0,oh1
Component,oracle.swd.opatch,13.9.1.0.0,oh1
FeatureSet,thirdParty_orgCodehausWoodstox,4.2.0.0.0,oh1
Component,org.codehaus.woodstox,4.2.0.0.0,oh1
FeatureSet,orawsdl,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.webservices.orawsdl,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,httpclient,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.http_client,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,ws_base,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.webservices.base,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,wls_ws,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.webservices.wls,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,fmw_install_framework,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.as.install.ui.framework,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.as.install.common.prerequisite.files,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.as.install.common.help,12.2.1.1.0,oh1
FeatureSet,fmw_install_wls,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.as.install.wls.prerequisite,12.2.1.2.0,oh1
Component,oracle.as.install.wls,12.2.1.2.0,oh1
FeatureSet,apache_commonsCli,1.2.0.0.1,oh1
Component,oracle.apache.commons.cli,1.2.0.0.1,oh1
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FeatureSet,thirdParty_Groovy,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jrf.adfrt.groovy,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,owsm_fmcPlugin,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wsm.console.core,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,jrf_commonFmw,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.bali.cabo,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.webcenter.wccore,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.fmw.upgrade,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.help.ohw.uix,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.help.ohw.share,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.help.ohw.rcf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.sdp.messaging,12.2.1.1.0,oh2
Component,oracle.as.common.clone,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.ldap.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.sslconfig.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.osdt.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.opss.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wsm.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wsm.pmlib,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.rcu.opss,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.rcu.iau,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jrf.applcore,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jrf.infra.fmw.common,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.pwdgen.jrf,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jakarta,12.2.1.0.0,oh2
Component,oracle.jgroups,12.2.1.0.0,oh2
Component,oracle.jsch,12.2.1.0.0,oh2
Component,oracle.rcu.doc,12.2.1.1.0,oh2
Component,oracle.xdk.jrf.fmw,12.2.1.1.0,oh2
Component,oracle.xdk.jrf,12.2.1.1.0,oh2
Component,oracle.bali.ewt,12.2.1.1.0,oh2
FeatureSet,wls_adminConsoleEnglish,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.admin.console.en,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,jersey_client,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_adminConsoleMultiLang,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.admin.console.nonen,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_nativeLib,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_server,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,JavaDb,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.evaluation.database,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,jrf_ws_client,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_pubsub,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.http.pubsub.server,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_sca,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.weblogic.sca,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,jrf_wlsFmw,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wsm.agent.wls,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jrf.infra.fmw.wls,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,em_fmc,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.sysman.fmw.agent,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.sysman.fmw.as,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.sysman.fmw.core,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_ws_client,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls4fmw,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,thirdParty_apacheMaven,3.3.9.0.0,oh2
Component,oracle.thirdparty.maven,3.2.5.0.0,oh2
FeatureSet,jrf_maven,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.jrf.maven.plugins.sync,12.2.1.1.0,oh2
FeatureSet,adr_platforms,12.1.2.0.0,oh2
Component,oracle.adr,12.1.2.0.0,oh2
FeatureSet,emll_ccr,12.1.2.0.0,oh2
Component,oracle.sysman.ccr,12.1.2.0.0,oh2
FeatureSet,properties_loader,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.as.customqna.jdkqna,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,rda_core,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.rda,8.11.16.03.08,oh2
FeatureSet,t2p,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.as.common.clone,12.2.1.2.0,oh2
FeatureSet,wls_client,12.2.1.2.0,oh2
Component,oracle.wls.clients,12.2.1.2.0,oh2









D.2.3 compareInventoryからXMLファイルへの出力例


この例は、UNIXオペレーティング・システム上のFusion Middleware InfrastructureのOracleホームと、WebLogicおよびCoherenceのOracleホームを比較するcompareInventoryスクリプトから、XMLファイルへの出力を示しています。


	
パラメータoh-diff="oh1"が存在する場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home1オプションに指定されているOracleホームに存在します。


	
パラメータoh-diff="oh2"が存在する場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、-oracle_home2オプションに指定されているOracleホームに存在します。


	
パラメータoh-diff="both"が存在する場合、その行に示されているディストリビューション、コンポーネントまたは機能は、両方のOracleホームの場所に存在します。




出力の生成に使用されるコマンドは、次のとおりです。


/home/Oracle/products/Oracle_Home/oui/bin/compareInventory.sh -oracle_home1 /home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home 
-oracle_home2 /home/Oracle/products/Oracle_Home 
-output_file /home/userhome/compareinventory.xml


次に、出力例を示します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<ns2:inventory-compare oracle_home1="/home/Oracle/products/WLS_Oracle_Home" oracle_home2="/home/Oracle/products/Oracle_Home" 
xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/cie/gdr/icm" xmlns="http://xmlns.oracle.com/cie/gdr/inv">
  <ns2:oracle-home nextgen-version="1.0.0.0">
    <distributions>
      <distribution name="WebLogic Server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
        <feature-sets>
          <feature-set name="jrf_dmsJse" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.jse.dms" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_presoTools" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.help.ohj" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.help.share" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.ice" version="6.1.3.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.jewt" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.share" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmw.common.wizard.resources" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="nginst_core" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.nginst.core" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="opatch" version="13.3.0.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.swd.opatch" version="13.3.0.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="toplink_coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.toplink.coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheAnt" version="1.7.1.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.apache.ant.mod" version="1.7.1.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_commonServices" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.common.cam" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.common.nodemanager" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.common.cam.wlst" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.shared.with.cam" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="orapki" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.osdt.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.pki" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rsa.crypto" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="fmw_install_framework" version=12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.as.install.ui.framework" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.as.install.common.help" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRITools" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh1">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRIRuntime" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh1">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRICore" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh1">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRI" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh1">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="fmw_install_wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.as.install.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.as.install.wls.prerequisite" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_wls_shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.wls.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.help" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_orgCodehausWoodstox" version="4.1.2.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="org.codehaus.woodstox" version="4.1.2.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="orawsdl" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.webservices.orawsdl" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="ws_base" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.webservices.base" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsLang" version="2.6.0.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.apache.commons.lang.mod" version="2.6.0.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsCollections" version="3.2.0.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.apache.commons.collections.mod" version="3.2.0.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_portableSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.wlsportable.server.shared.with.core.engine.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_portable" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.wlsportable.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="httpclient" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.http_client" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJersey" version="1.17.0.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.jersey" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_fasterxmlJackson" version="1.9.2.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.jackson" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_core_app_server_css_mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.core.app.server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.css.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_devServer" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.core.app.server.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.workshop.code.completion.support" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.css.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.mysqlconn" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.ons" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_adminConsoleEnglish" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.admin.console.en" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="JavaDb" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.evaluation.database" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_adminConsoleMultiLang" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.admin.console.nonen" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_sca" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.weblogic.sca" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_thirdPartyJdbc" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.datadirect" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_pubsubSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.http.pubsub.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_pubsub" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.http.pubsub.server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="adr_platforms" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.adr" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="emll_ccr" version="10.3.7.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.sysman.ccr" version="10.3.8.1.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="properties_loader" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.as.customqna.jdkqna" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="rda_core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.rda" version="4.30.0.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="t2p" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.as.common.clone" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheMaven" version="3.0.4.0.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.thirdparty.maven" version="3.0.4.0.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.plugins.sync" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.plugins.gar" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.archetypes.gar" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_client" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
            <components>
              <component name="oracle.wls.clients" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh1">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
        </feature-sets>
      </distribution>
      <distribution name="WebLogic Server for FMW" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
        <feature-sets>
          <feature-set name="jrf_dmsJse" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jse.dms" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_dmsCommon" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.dms.common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_presoTools" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.help.ohj" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.help.share" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.ice" version="6.1.3.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.jewt" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.share" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmw.common.wizard.resources" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="oam_core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.oamclient.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="oam_wlsCore" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.oamclient.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="nginst_core" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.nginst.core" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="opatch" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.swd.opatch" version="13.1.0.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="toplink_coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.toplink.coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="toplink_developer" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.toplink.developer" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheAnt" version="1.7.1.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.apache.ant.mod" version="1.7.1.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_commonServices" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.common.cam" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.common.nodemanager" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.common.cam.wlst" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.shared.with.cam" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.coherence" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_dmsFull" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.dms" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="oam_wlsFmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="orapki" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.osdt.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.pki" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rsa.crypto" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="fmw_install_framework" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.as.install.ui.framework" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.as.install.common.help" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRITools" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRIRuntime" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRICore" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJaxbRI" version="2.2.7.0.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="fmw_install_wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.as.install.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.as.install.wls.prerequisite" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_wls_shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.wls.shared" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls.help" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="cieCfg_wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.fmwconfig.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmwconfig.common.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_orgCodehausWoodstox" version="4.1.2.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="org.codehaus.woodstox" version="4.1.2.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="orawsdl" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.webservices.orawsdl" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="ws_base" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.webservices.base" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="oracledb_xdk" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.xdk.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.fmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.xmlparserv2" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsLang" version="2.6.0.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.apache.commons.lang.mod" version="2.6.0.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheCommonsCollections" version="3.2.0.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.apache.commons.collections.mod" version="3.2.0.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_portableSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.wlsportable.server.shared.with.core.engine.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_portable" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.wlsportable.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_oracleJersey" version="1.17.0.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jersey" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_fasterxmlJackson" version="1.9.2.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jackson" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.j2ee" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.infra.common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.thirdparty.jee" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.iau" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.opss.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.thirdparty.toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.toplink" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rdbms.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsgdk" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlspdk" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_wlsCore" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.opss.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="httpclient" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.http_client" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="owsm_fmcPlugin" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wsm.console.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_core_app_server_css_mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.core.app.server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.css.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_commonFmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.infra.fmw.common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.applcore" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.datadirect" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webservices.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.iau" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.opss" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wsm.agent.fmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wsm.common" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wsm.pmlib" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wsm.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.opss.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.osdt.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.sslconfig.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.owasp.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.pwdgen.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.ldap.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jakarta" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jgroups" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jsch" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jython" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.as.common.clone" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.common.rcu.config" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.ucs.messaging" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.sdp.messaging" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.doc" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.help.ohw.rcf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.help.ohw.share" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.help.ohw.uix" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.fmw.upgrade" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsgdk" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlspdk" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.pageeditor" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.portlet.consumer" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.portlet.server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.rest" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.skin" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.webcenter.wccore" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rdbms.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.adfrt" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.cabo" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.mds" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.xmlparserv2" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.fmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.bali.ewt" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_devServer" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.core.app.server.mod" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.core.app.server.tier1nativelib" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.workshop.code.completion.support" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.css.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.mysqlconn" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.javavm.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.nlsrtl.jrf" version="11.2.0.3.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.ons" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.xdk.jrf.jaxp" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wls.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_adminConsoleEnglish" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.admin.console.en" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="JavaDb" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.evaluation.database" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_adminConsoleMultiLang" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.admin.console.nonen" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_sca" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.weblogic.sca" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_thirdPartyJdbc" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.datadirect" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="jrf_wlsFmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.jrf.infra.fmw.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.wsm.agent.wls" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_pubsubSharedWithCoreEngine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.http.pubsub.server.shared.with.core.engine" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_pubsub" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.http.pubsub.server" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="em_fmc" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.sysman.fmw.agent" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.sysman.fmw.as" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.sysman.fmw.core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.sysman.rcu" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="owlcs" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.ucs.callcontrol" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.rcu.ucs.callcontrol" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.thirdparty.jtapi" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls4fmw" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components/>
          </feature-set>
          <feature-set name="adr_platforms" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.adr" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="emll_ccr" version="10.3.7.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.sysman.ccr" version="10.3.8.1.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="properties_loader" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.as.customqna.jdkqna" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="rda_core" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.rda" version="4.30.0.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="t2p" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.as.common.clone" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="thirdParty_apacheMaven" version="3.0.4.0.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.thirdparty.maven" version="3.0.4.0.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.plugins.sync" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.plugins.gar" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
              <component name="oracle.jrf.maven.archetypes.gar" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
          <feature-set name="wls_client" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
            <components>
              <component name="oracle.wls.clients" version="12.2.1.2.0" oh-diff="oh2">
                <patches/>
              </component>
            </components>
          </feature-set>
        </feature-sets>
      </distribution>
    </distributions>
  </ns2:oracle-home>
</ns2:inventory-compare>















E インストールのトラブルシューティング


Oracle Fusion Middleware製品のインストールまたはアンインストール中に問題が発生する場合があります。この情報は、これらの問題のトラブルシューティングに役立ちます。




	インストールログ・ファイルおよび構成ログ・ファイルの構成

ログ・ファイルには、インストールや構成に関する問題のトラブルシューティングに役立つ情報が含まれています。
	カスタム一時ディレクトリの指定

インストール・プログラムは、一時ディレクトリを使用して、ターゲット・システム上にソフトウェアをインストールするために必要なファイルを解凍します。インストーラの実行時にインストール・プログラムが使用するデフォルトの一時ディレクトリ(/var/tmpなど)に十分な空きメモリーがない場合は、インストーラの起動に失敗します。





E.1 インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイルの構成


ログ・ファイルには、インストールまたは構成において発生する問題のトラブルシューティングに役立つ情報が含まれます。

次の項では、インストーラおよび構成ウィザードによって作成されるログ・ファイルについて説明します。




	インストール・ログ・ファイル

デフォルトでは、インストーラはログ・ファイルをCentral_Inventory_Location/log (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはCentral_Inventory_Location\logs (Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリに書き込みます。
	構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、-logオプションを指定して構成ウィザードを起動します。






E.1.1 インストール・ログ・ファイル


デフォルトでは、インストーラはログ・ファイルをCentral_Inventory_Location/log (UNIXオペレーティング・システムの場合)またはCentral_Inventory_Location\logs (Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリに書き込みます。


UNIXオペレーティング・システムでは、Oracle中央インベントリの場所が不明な場合は、次のディレクトリ(デフォルトの場所)に格納されているoraInst.locファイルでその場所を検索できます。

	
Linuxの場合: /etc/oraInst.loc


	
HP-UX、IBM AIX、Mac OS XおよびSolarisの場合: /var/opt/oracle/oraInst.loc




Windowsオペレーティング・システムの場合、中央インベントリ・ディレクトリの場所は%SystemDrive%\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。

次のインストール・ログ・ファイルがログ・ディレクトリに書き込まれます。

	
installdate-time-stamp.log

これはメインのログ・ファイルです。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、全体的な統計(インストールにかかった時間や、構成、メモリーおよびCPUの詳細など)が含まれます。


	
oraInstalldate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、その他のログ出力が含まれます。


	
oraInstalldate-time-stamp.err

このログ・ファイルには、その他のログ出力が含まれます。




自動更新機能によって作成されたパッチ関連のログ・ファイルは、ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリに書き込まれることに注意してください。





ロギング・レベルを変更してロギングの詳細情報を増減するには、次のようにします。

インストーラの起動時にコマンドラインから-logLevelオプションを指定します。次に例を示します。






java -jar fmw_12.2.1.2.0_infrastructure_generic.jar  -logLevel finer





時間の使用状況に関する情報をログに記録するには、次のようにします。

インストーラの起動時にコマンドラインから-printtimeオプションを指定します。-printtimeオプションでは、timetimestamp.logファイルを作成して、要求されたOracle Universal Installerの操作(-installなど)の各種要素の実行にかかった時間に関する情報を記録します。次に例を示します。






java -jar fmw_12.2.1.2.0_infrastructure_generic.jar  -printtime


timeTakendate-time-stamp.logファイルおよびtimedate-time-stamp.logファイルについて、簡単に説明します。

	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルには、画面間の移動にかかった時間の情報が含まれます(GUIインストールの場合のみ)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルには、コピー・セッションに関する時間情報が含まれます。












E.1.2 構成ログ・ファイル


構成セッションのログ・ファイルを作成するには、-logオプションを指定して構成ウィザードを起動します。


UNIXオペレーティング・システムの場合:


ORACLE_HOME/oracle_common/common/bin/config.sh -log=log_filename -log_priority=log_level


Windowsオペレーティング・システムの場合:


ORACLE_HOME\oracle_common\common\bin\config.cmd -log=log_filename -log_priority=log_level


-logおよび-log_priorityオプションの詳細は、次の表を参照してください。





表E-1 構成ウィザードのログ・ファイルのオプション

	オプション	説明
	
-log

	
ログ・ファイルの格納場所を指定します。

log_filenameに絶対パスを指定すると、その場所にログ・ファイルが作成されます。ファイル名のみを指定し、パスを指定しない場合、ログ・ファイルはOracleホームのlogsディレクトリに作成されます。

-logと指定できるその他の値は次のとおりです。

	
stdout

これは、エラー・メッセージを標準出力ストリームに書き込みます。


	
stderr

これは、エラー・メッセージを標準エラー・ストリームに書き込みます。


	
disable

デフォルトのロギングを無効にして、ORACLE_HOME/logs(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはORACLE_HOME\logs(Windowsオペレーティング・システムの場合)にログ・ファイルが生成されないようにします。





	
-log_priority

	
記録されるログの詳細レベルを指定します。

次に、受入れ可能な値のリストを、最も詳細なものから順に示します:

	
debug


	
info


	
warning


	
error


	
fatal
















E.2 カスタム一時ディレクトリの指定


インストール・プログラムは、一時ディレクトリを使用して、ターゲット・システム上にソフトウェアをインストールするために必要なファイルを解凍します。インストーラの実行時にインストール・プログラムが使用するデフォルトの一時ディレクトリ(/var/tmpなど)に十分な空きメモリーがない場合は、インストーラの起動に失敗します。


このため、インストール・プログラムが使用する一時ディレクトリに十分な領域がない場合は、Fusion Middleware製品をインストールする前にこのディレクトリの領域をクリーン・アップする必要があります。

または、次のいずれかを実行して、インストーラの実行時に使用するカスタム一時ディレクトリを指定することもできます。

	
汎用(.jar)ディストリビューションをインストールする場合は、インストール・プログラムの起動時のコマンド行に-Djava.io.tmpdir=tmp_dir_pathオプションを指定します。tmp_dir_pathは、インストール・プログラム用の一時的な格納領域として指定するディレクトリのフルパスに置き換えます。

たとえば、Oracle Fusion Middleware InfrastructureをLinuxにインストールするための一時ディレクトリとして/scratch/tempを使用する場合は、次のコマンドを実行してインストーラを起動します。


java -Djava.io.tmpdir=/scratch/temp -jar fmw_12.2.1.2.0_infrastructure_generic.jar 


	
プラットフォーム固有の(.bin)ディストリビューションをインストールする場合は、インストール・プログラムの起動時のコマンド行に-J-Djava.io.tmpdir=tmp_dir_pathオプションを指定します。tmp_dir_pathは、インストール・プログラム用の一時的な格納領域として指定するディレクトリのフルパスに置き換えます。

たとえば、Oracle HTTP ServerをLinuxにインストールするための一時ディレクトリとして/scratch/tempを使用する場合は、次のコマンドを実行してインストーラを起動します。


./fmw_12.2.1.2.0_ohs_linux64.bin -J-Djava.io.tmpdir=/scratch/temp
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Context-sensitive online help is available from the Help button.

Welcome f
& auno vpores Welcome to the Oracle Fusion Middleware 12¢ (12.2.12.0) Infrastructure Installer.
¢ Instaltion Location Use this installe to create a new Oracle home that contains the Oracle Fusion Middleware
T Infrastructure software. You can then install additional Fusion Middieware products that require the
¢ Instalition Type Infrastructure into the Oracle home, or you can use the Ifrastructure to configure a WebLogic
e —— Server domain for the deployment of Java and Oracle ADF applications.
¢ Prerequisite Chec
I For more information, see Install Patch, and Uparade in the Oracle Fusion Middleware.
T Installatian Summ: documentation library.
Installation Progress
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Installation Complete.
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Oracle Home Location:
Log File Location: /tmp/Oralnstall2016-06-30_06-38-09AM/deinstall2016-06-30_06-38-0
Deinstallation Complete 9AMIog
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Coherence Product Files 12.2.1.2.0
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Administration Console Aditional Language Help Files 12.2.1.2.0
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Enterprise Manager Fusion Middleware Control 12212.0

Thirdparty JDBC Drivers 122120

WebLogic Evaluation Database 122120

Fusion Middlevare Maven Support 122120
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Select Deinstal to accept the above options and start the deinstaliation
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Enterprise Manager Fusion Middleware Control 12.212.0
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Next step():

See the online help for next steps after installation

‘Oracle Fusion Middleware 12¢ Infrastructure installation com pleted successfully
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